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入学おめでとう！

小学校生活がスタート♪
ドキドキ ・ ワクワクの

　４月９日、市立今津小学校で行われた入学式の様子。
この日、42人（男子 20人・女子 22人）が期待と不
安を胸に今津小学校の門をくぐりました。
　同日、市内の全小学校で入学式が行われ、総勢 220
人が小学校に入学しました。また、市内の中学校には、
全校合わせて、303人が入学しました。



　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
と
９
つ
の
特
別
会
計
、
水
道
・
上
天
草

総
合
病
院
事
業
会
計
の
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
平
成
21
年
度
に
比
べ
、

７
億
４
，
７
４
０
万
円
増
の
１
４
９
億
８
，
３
４
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
度
予
算
を
前
年
度
予
算
お
よ
び
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と

比
較
し
て
分
析
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
総
額
で
２
億
４
，

３
０
３
万
５
千
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
税
収
入

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
本
年
度
も
前
年
度
に
引

き
続
き
繰
越
金
を
入
れ
ず
に
予

算
編
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
繰

越
金
は
、
基
金
に
積
み
立
て
た

り
、
借
金
返
済
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
の
繰
上
償
還
の
財
源

と
し
て
活
用
し
、
財
政
健
全
化

平成 22 年度歳入内訳

自主財源･･････････････････

　市が自主的に収入できる財源

依存財源･･････････････････

　国・県から交付されたり、

割り当てられたりした財源

市税･･････････････････････

　市民税や固定資産税など、

市民の皆さんが納めた税金

分担金・負担金････････････

　事業に必要な経費を、その

受益者から徴収したお金

使用料・手数料････････････

　使用料は公の施設を使用し

た場合に徴収したお金。手

数料は、提供したサービス

の費用

財産収入･･････････････････

　各種基金利子、財産を売り

払ったお金

繰入金････････････････････

　各種基金 ( 貯金 ) の取り崩

しにより繰り入れたお金

繰越金････････････････････

　市の決算剰余金を翌年度に

繰り越して使用するもの

地方譲与税････････････････

　国が徴収した自動車重量税

などから配分されたお金

地方交付税････････････････

　所得税や酒税など、国税の

一部から町の財政状況に応

じて交付されるお金

国庫支出金････････････････

　特定の事業に対して国から

交付されるお金

県支出金･･････････････････

　特定の事業に対して県から

交付されるお金

市債･･････････････････････

　大きな事業を行うために、

国や金融機関から借り入れ

たお金

用  語 解  説

会計名 予算額 前年度比
一般会計 149億8,340万円 ７億4,740万円 
国民健康保険（事業勘定）
特別会計 50億　372万円 ３億2,359万円 

老人保健医療特別会計 136万円 △1,912万円 
診療所特別会計 7,202万円 726万円 
介護保険特別会計 28億4,457万円 △5,383万円 
斎場特別会計 1,501万円 176万円 
天草四郎ﾒﾓﾘｱﾙﾎｰﾙ特別会計 3,449万円 △235万円 
公共下水道事業特別会計 ３億4,163万円 △5,896万円 
物揚場造成事業特別会計 1,594万円 1万円 
後期高齢者医療特別会計 3億9,062万円 2,167万円 

計 237億    276万円 ９億6,743万円 

平成 22 年度会計別一覧表

会計名 予算額 前年度比
水道事業会計 9億2,206万円 △830万円 
上天草総合病院事業会計 35億5,397万円 １億5,096万円 

計 44億7,603万円 １億4,266万円 

平成 22 年度事業会計予算一覧（収益的収支）

※各数字は、全ての表において千円単位を四捨五入しており合計が一致しない場合があります。

歳　

入
を
進
め
ま
す
。

　

地
方
税
に
お
い
て
は
、
景
気

好
転
の
兆
し
が
見
え
な
い
ま
ま

昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
１
億
１
，

７
７
２
万
４
千
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、依
存
財
源
に
お
い
て
は
、

９
億
９
，
０
４
３
万
５
千
円
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

手
当
支
給
に
係
る
国
庫
支
出
金
の

増
額
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事

業
に
よ
る
県
支
出
金
も
増
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
依
然
と
し
て
歳
入
構

造
上
の
問
題
点
で
あ
る
依
存
財
源

に
頼
る
体
質
は
改
善
さ
れ
て
お
ら

ず
、
国
県
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る

脆
弱
な
財
政
構
造
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
税
な
ど
の
自
主
財
源
を

適
正
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
地
方
交

付
税
等
お
よ
び
繰
入
金
が
見
込

み
よ
り
予
算
額
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
等
に
つ

い
て
は
地
方
交
付
税
の
総
額
を

前
年
度
分
よ
り
増
額
確
保
し
た

う
え
で
、「
地
域
活
性
化
・
雇

用
等
臨
時
特
例
費
」
の
創
設
等

に
よ
り
増
加
し
た
影
響
で
伸
び

て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
増
額
も
あ
り
一
般
財

源
は
５
億
９
，
８
１
５
万
９
千

円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
定
財
源
に
つ
き
ま
し
て

は
、
使
用
料
、
分
担
金
等
で

減
額
し
て
い
ま
す
が
、
前
述
の

と
お
り
国
・
県
支
出
金
の
増

加
等
の
要
因
に
よ
り
３
億
８
，

８
２
４
万
１
千
円
の
増
額
と
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
地
方
債

の
借
入
を
見
込
み
よ
り
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
あ
げ

ら
れ
ま
す
。（
表
２
参
照
）	

リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
の
比
較
（
歳
入
）

項目 H22 当初 H22RP ※ 3 比較
一般財源 111億7,716万円 105億7,900万円 5億9,816万円 
　市税 21億8,679万円 23億8,400万円 △1億9,721万円 
　地方交付税等※1 77億5,482万円 70億6,900万円 ６億8,582万円 
　地方譲与税等 5億   385万円 5億8,000万円 △7,615万円 
　財産収入 3,170万円 4,600万円 △1,430万円 
　地方債※2 7億              円 5億              円 2億              円 
特定財源 38億   624万円 34億1,800万円 3億8,824万円 
　国県支出金 27億5,020万円 21億1,700万円 6億3,320万円 
　使用料等 8,803万円 1億3,900万円 △5,097万円 
　分担金等 1億6,898万円 1億9,800万円 △2,902万円 
　繰入金 6,912万円 500万円 6,412万円 
　地方債 5億1,670万円 5億9,100万円 △7,430万円 
　その他 2億1,321万円 3億6,800万円 △1億5,479万円 

合　計 149億8,340万円 139億9,700万円 9億8,640万円 
※ 3　ＲＰとは、リバイバルプランの略体

表２　平成 22 年度当初予算とリバイバルプラン《歳入》

表１　一般会計当初予算《歳入》

※
１　

地
方
交
付
税
等
に
は
、
地
方
交
付
税
と
地
方
特
別
交
付
金
を
含
む
。

※
２　

地
方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
で
あ
り
普
通
交
付
税
の
振
替
措
置
と
な
る
。

平
成
22
年
度
予
算

一
般
会
計
前
年
度
比
７
億
４
，
７
４
０
万
円
増

当
初
予
算
１
４
９
億
８
，
３
４
０
万
円

で
市
政
運
営
を

項目 H22 H21 増減額 増減率
予算額 予算額

自主財源 27 億 5,783 万円 30 億      86 万円 △ 2 億 4,303 万円 △ 8.1%
市税 21 億 8,679 万円 23 億    451 万円 △ 1 億 1,772 万円 △ 5.1%
分担金及び負担金 1 億 6,898 万円 1 億 8,327 万円 △ 1,429 万円 △ 7.8%
使用料及び手数料 8,803 万円 9,097 万円 △ 294 万円 △ 3.2%
財産収入 3,170 万円 6,535 万円 △ 3,365 万円 △ 51.5%
繰入金 6,912 万円 1 億    592 万円 △ 3,680 万円 △ 34.7%
繰越金 0 円 0 円 0 円 0
諸収入 2 億 1,321 万円 2 億 5,084 万円 △ 3,763 万円 △ 15.0%
依存財源 122 億 2,557 万円 112 億 3,514 万円 9 億 9,043 万円 8.8%
地方譲与税 1 億 5,700 万円 1 億 5,900 万円 △ 200 万円 △ 1.3%
利子割交付金 1,000 万円 900 万円 100 万円 11.1%
配当割交付金 100 万円 100 万円 0 円 0.0%
株式等譲渡所得割交付金 100 万円 100 万円 0 円 0.0%
ゴルフ場利用税交付金 685 万円 1,224 万円 △ 539 万円 △ 44.0%
自動車取得税交付金 3,500 万円 4,000 万円 △ 500 万円 △ 12.5%
地方交付税 77 億 2,600 万円 76 億 4,700 万円 7,900 万円 1.0%

うち普通交付税 73 億 2,600 万円 72 億 4,700 万円 7,900 万円 1.1%
うち特別交付税 4 億                円 4 億                円 0 円 0.0%

交通安全対策特別交付金 300 万円 300 万円 0 円 0.0%
国庫支出金 16 億 6,723 万円 11 億 2,247 万円 5 億 4,476 万円 48.5%
県支出金 10 億 8,297 万円 9 億 1,820 万円 1 億 6,477 万円 17.9%
市債 12 億 1,670 万円 10 億 2,430 万円 1 億 9,240 万円 18.8%
地方消費税交付金 2 億 9,000 万円 2 億 8,000 万円 1,000 万円 3.6%
地方特例交付金 2,882 万円 1,794 万円 1,088 万円 60.6%

合計 149 億 8,340 万円 142 億 3,600 万円 7 億 4,740 万円 5.3%
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議会費･･･････････････････
　議会を運営するために使わ

れるお金
総務費･･･････････････････
　全般的な管理事務、企画調

整事務などに使われるお金
民生費･･･････････････････
　高齢者、障がい者、児童な

どの福祉全般や生活保護事
務に使われるお金

衛生費･･･････････････････
　健康管理や生活環境整備な

どに使われるお金
農林水産費･･･････････････
　農道、漁港の整備や営農の

活性化などに使われるお金
商工費･･･････････････････
　商工業および観光の振興に

使われるお金
土木費･･･････････････････
　道路、港湾、住宅管理など

の事業に使われるお金
消防費･･･････････････････
　消防施設の整備や消防団の

運営などに使われるお金
教育費･･･････････････････
　学校運営や生涯学習、スポー

ツの振興など、教育全般の
事業事務に使われるお金

災害復旧費･･･････････････
　台風や集中豪雨などで被災し

た道路、農地、農業用施設な
どの復旧に使われるお金

公債費･･･････････････････
　事業を行うために借り入れ

たお金を返済するために支
払うお金

人件費･･･････････････････
　市職員給与、市議会議員・

各種委員報酬
扶助費･･･････････････････
　法令に基づく被扶助者に支

給される経費、児童手当、
医療扶助

普通建設事業費など･･･････
　道路の整備、公共施設など

の整備に要したお金など
物件費･･･････････････････
　消耗品、臨時職員賃金、業

務委託料など
諸支出金･････････････････
　各種基金への積立金として

使うお金
繰出金･･･････････････････
　一般会計と特別会計または

特別会計相互間において支
出される費用

用  語 解  説

平成 22 年度歳出内訳
　

歳
出
に
お
い
て
性
質
別
に
前

年
度
と
比
較
す
る
と
、
人
件
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
が
２
億
６
，

３
１
４
万
５
千
円
の
減
、
建
設

事
業
関
係
経
費
で
あ
る
投
資
的

経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
１
億
４
，

１
２
６
万
５
千
円
の
増
、
他
会

計
へ
の
繰
出
金
等
で
構
成
さ
れ

る
そ
の
他
の
経
費
が
３
億
３
，

９
１
８
万
５
千
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
、
経
済
対
策
に

係
る
各
種
交
付
金
に
よ
り
、
普
通

建
設
事
業
費
単
独
事
業
に
つ
き
、

計
画
が
前
倒
し
で
行
え
た
こ
と
も

あ
り
、
単
独
事
業
費
の
抑
制
が
図

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
子
ど
も
手

当
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
で
扶
助
費

が
増
額
、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
の
最
大
限
活
用
に
よ
り
物
件
費

も
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

引
き
続
き
内
部
事
務
管
理
費
の
削

減
を
徹
底
的
に
行
い
、
リ
バ
イ
バ

ル
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
財
政
改
革
を

実
施
し
ま
す
。（
表
３
参
照
）

　

歳
出
に
お
い
て
、
義
務
的

経
費
は
見
込
み
よ
り
２
億
７
，

９
５
５
万
６
千
円
増
、
そ
の
他
の

経
費
は
６
億
４
，
４
９
０
万
８
千

円
の
増
、
投
資
的
経
費
は
５
，

６
６
６
万
２
千
円
の
増
、
歳
出
総

額
は
９
億
８
，
６
４
０
万
円
の
増

で
あ
り
、
国
の
施
策
等
に
よ
り
見

込
よ
り
大
き
く
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
５
参
照
）

リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
と
の
比
較
（
歳
出
）

歳　

出

項目 H22 当初 H22RP ※ 1 比較
　義務的経費 82 億 4,056 万円 79 億 6,100 万円 2 億 7,956 万円 
　人件費 31 億 3,434 万円 31 億 7,800 万円 △ 4,366 万円 
　扶助費 27 億 3,545 万円 23 億 8,700 万円 3 億 4,845 万円 
　公債費 23 億 7,076 万円 23 億 9,600 万円 △ 2,524 万円 
その他の経費 53 億 7,391 万円 47 億 2,900 万円 6 億 4,491 万円 
　物件費 12 億 5,151 万円 10 億 7,900 万円 　1 億 7,251 万円 
　維持補修費 4,444 万円 4,900 万円 △ 456 万円 
　補助費等 25 億　758 万円 19 億 4,900 万円 5 億 5,858 万円 
　繰出金 12 億 8,899 万円 15 億 1,700 万円 △ 2 億 2,801 万円 
　積立金 1 億 1,845 万円 500 万円 1 億 1,345 万円 
　出資金貸付金 1 億 6,294 万円 1 億 3,000 万円 3,294 万円 
投資的経費 13 億 3,366 万円 12 億 7,700 万円 5,666 万円 
　普通建設事業 13 億 3,197 万円 12 億 7,700 万円 5,497 万円 
　災害復旧事業 169 万円 0 円 169 万円 
予備費 3,527 万円 3,000 万円 527 万円 

合計 149 億 8,340 万円 139 億 9,700 万円 9 億 8,640 万円 

表５　平成 22 年度当初予算とリバイバルプラン《歳出》 性質別項目 H22 H21 増減額 増減率
義務的経費 82 億 4,056 万円 79 億 7,742 万円 2 億 6,314 万円 3.3%
　人件費 31 億 3,434 万円 32 億 7,663 万円 △ 1 億 4,229 万円 △ 4.3%
　扶助費 27 億 3,545 万円 23 億 2,246 万円 4 億 1,299 万円 17.8%
　公債費 23 億 7,076 万円 23 億 7,833 万円 △ 757 万円 △ 0.3%
投資的経費 13 億 3,366 万円 11 億 9,240 万円 1 億 4,126 万円 11.8%
　普通建設事業費 13 億 3,197 万円 11 億 9,119 万円 1 億 4,078 万円 11.8%
　　うち補助事業 10 億 8,490 万円 6 億 2,845 万円 4 億 5,645 万円 72.6%
　　うち単独事業 2 億 4,707 万円 5 億 6,274 万円 △ 3 億 1,567 万円 △ 56.1%
　災害復旧費 169 万円 121 万円 48 万円 40.0%
その他の経費 53 億 7,391 万円 50 億 3,472 万円 3 億 3,919 万円 6.7%
　物件費 12 億 5,151 万円 10 億 5,043 万円 2 億　108 万円 19.1%
　維持補修費 4,444 万円 3,946 万円 498 万円 12.6%
　補助費等 25 億　758 万円 24 億 9,373 万円 1,385 万円 0.6%
　積立金 1 億 1,845 万円 9,576 万円 2,269 万円 23.7%
　出資金貸付金 1 億 6,294 万円 1 億 3,855 万円 2,439 万円 17.6%
　繰出金 12 億 8,899 万円 12 億 1,680 万円 7,219 万円 5.9%
予備費 3,527 万円 3,146 万円 381 万円 12.1%

合計 149 億 8,340 万円 142 億 3,600 万円 7 億 4,740 万円 5.3%

表３　一般会計当初予算《歳出性質別》

目的別項目 H22 H21 増減額 増減率
議会費 1 億 6,738 万円 1 億 6,937 万円 △ 199 万円 △ 1.2%
総務費 19 億 4,247 万円 21 億    752 万円 △ 1 億 6,505 万円 △ 7.8%
民生費 50 億 5,586 万円 45 億    405 万円 5 億 5,181 万円 12.3%
衛生費 14 億 8,706 万円 15 億    357 万円  △ 1,651 万円 △ 1.1%
農林水産費 6 億 5,609 万円 7 億 5,059 万円 △ 9,450 万円 △ 12.6%
商工費 2 億 9,560 万円 2 億 3,228 万円 6,332 万円 27.3%
土木費 7 億 9,776 万円 6 億 9,625 万円 1 億　151 万円 14.6%
消防費 6 億 3,713 万円 6 億    617 万円 3,096 万円 5.1%
教育費 14 億 4,788 万円 11 億 5,902 万円 2 億 8,886 万円 24.9%
災害復旧費 169 万円 121 万円 　48 万円 39.7%
公債費 23 億 7,076 万円 23 億 7,833 万円 △ 757 万円 △ 0.3%
諸支出金 8,845 万円 9,617 万円 △ 772 万円 △ 8.0%
予備費 3,527 万円 3,146 万円 381 万円 12.1%

合計 149 億 8,340 万円 142 億 3,600 万円 7 億 4,740 万円 5.3%

表４　一般会計当初予算《歳出目的別》

※１　ＲＰとは、リバイバルプランの略体

引き続き行政内部努力で
市民サービスの

着実に財政健全化に取り組み、
向上をめざします

歳　出

その他
2.4 ％

扶助費
18.3％

公債費
15.8％

補助費等

16.7 ％

2.4 ％

人件費
20.9 ％

普通建設
事業

   8.9 ％

義務的
経費

55.0 ％

繰出費
8.6 ％

物件費

人件費
20.9 ％

扶助費
18.3％

公債費
15.8％

普通建設
事業

   8.9 ％

投資的経費
   8.9％
投資的経費
   8.9％

義務的
経費

55.0 ％

その他その他その他その他

36.1

8.4

36.1％％％％
補助費等

16.7 ％

繰出費
8.6 ％

物件費
8.4 ％％

◆平成22年度  当初予算 平成22年度  当初予算◆
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①
大
矢
野
中
学
校
体
育
館
改
築
事

業
②
４
億
２
，
５
０
０
万
円

③
学
務
課

④
老
朽
化
し
た
大
矢
野
中
学
校
体

育
館
を
改
築
し
ま
す
。

①
特
別
支
援
教
育
補
助
員
事
業

②
３
，
７
４
３
万
円

③
学
務
課

④
特
別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
へ
、
補
助
員
を
配
置
し
て

授
業
を
円
滑
に
進
め
ま
す
。

①
Ｉ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

②
３
，
４
１
７
万
円

③
学
務
課

④
市
内
全
小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
を
、
す

べ
て
新
し
く
入
れ
替
え
ま
す
。

①
特
別
奨
学
金
給
付
事
業

②
４
４
４
万
円

③
学
務
課

④
地
元
高
校
へ
の
優
秀
な
生
徒
の

進
学
を
促
す
た
め
、
給
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

①
学
力
向
上
推
進
指
定
校
事
業

②
46
万
円

③
学
務
課

④
市
内
小
中
学
校
か
ら
６
校
を
学

力
向
上
推
進
指
定
校
、
自
主

研
究
校
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

①
公
民
館
運
営
事
業

①	

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
事
業

②
９
，
８
０
４
万
円
（
県
費
４
，

９
０
２
万
円
）

③
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
、
福

祉
手
当
受
給
相
当
額
、
精
神

障
害
福
祉
手
帳
１
級
等
の
該

当
者
が
、
病
院
等
で
診
療
を

受
け
た
時
に
支
払
う
自
己
負

担
額
を
助
成
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
一
つ
の
医
療
機
関
に
つ

き
月
額
、
通
院
１
，
０
２
０
円
、

入
院
２
，
０
４
０
円
以
上
の

支
払
が
あ
る
方
に
支
給
。
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

①
自
立
支
援
医
療
費
（
更
生
医
療

給
付
）

②
３
，
３
６
９
万
円
（
国
費

１
，
６
７
７
万
円
・
県
費

８
３
９
万
円
）

③	

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

④
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手

帳
保
持
者
で
、
日
常
生
活
を

容
易
に
す
る
た
め
に
身
体
上

の
障
が
い
を
取
り
除
い
た
り
、

あ
る
い
は
軽
減
す
る
た
め
に

受
け
た
医
療
費
の
自
己
負
担

分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

②
１
，
８
３
３
万
円

③
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

④
公
民
館
の
活
動
支
援
を
行
い
、

各
種
学
級
や
講
座
を
開
催
し
、

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

①
図
書
館
運
営
事
業

②
２
，
４
３
７
万
円

③
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

④
利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
図
書

の
整
備
を
進
め
、
利
用
者
の

増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
図

書
の
配
本
や
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
を
行

い
ま
す
。

①
生
涯
学
習
推
進
事
業

②
１
，
１
１
５
万
円

③
社
会
教
育
課
生
涯
教
育
係

④
市
民
が
心
豊
か
な
生
活
を
お
く

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種

社
会
教
育
団
体
の
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
涯

学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま

す
。
ま
た
本
年
も
生
き
た
英

語
力
の
習
得
や
国
際
理
解
を

深
め
る
た
め
英
語
村
を
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

①
文
化
振
興
事
業

②
２
１
８
万
円

③
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

④
舞
台
芸
術
を
中
心
と
し
た
自

主
文
化
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
芸

術
文
化
に
親
し
む
機
会
を
提

供
し
ま
す
。
小
中
学
校
へ
の

芸
術
家
等
を
派
遣
す
る
事
業

に
つ
い
て
も
学
校
と
連
携
し
、

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

①
文
化
財
保
護
事
業

②
１
４
２
万
円

③
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

④
指
定
文
化
財
の
保
存
活
用
と
新

た
な
文
化
財
の
発
掘
、
調
査

に
努
め
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
歴
史
を
共
有
の
財

産
と
し
て
後
世
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
活
動
事
業

②
１
，
３
４
６
万
円

③
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

④
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
小

中
高
校
生
の
各
種
大
会
や

パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
開
催
、
体
育
協
会
へ
の

補
助
等
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

支
援
事
業

②
２
０
０
万
円

③
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

④
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
普
及
推
進
の
た
め
、
上
天

草
市
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ド

リ
ー
ム
ズ
」
に
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
指
定
管
理
者
委
託
事
業

②
５
，
９
６
９
万
円

③
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

④
大
矢
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と

松
島
総
合
運
動
公
園
に
係
る

業
務
を
指
定
管
理
者
に
委
託

し
、
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
上
天
草
高
校
通
学
バ
ス
運
行

補
助
事
業

②
７
３
７
万
円
（
県
費
７
３
７
万

円
）

③
企
画
政
策
課

④
上
天
草
高
校
の
開
校
に
併
せ

て
、
路
線
バ
ス
を
活
用
し
た

通
学
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
バ
ス
事
業
者
の
運

行
費
用
の
一
部
を
、
新
た
に

県
が
当
市
を
通
じ
て
バ
ス
事

業
者
に
対
し
て
補
助
す
る
事

業
で
す
。

①
上
天
草
高
校
バ
ス
定
期
券
購

入
・
下
宿
費
用
補
助
事
業

②
１
６
１
万
円

③
企
画
政
策
課

④
上
天
草
市
内
に
住
所
を
有
す
る

上
天
草
高
校
の
通
学
バ
ス
定

期
券
購
入
費
用
や
下
宿
に
係

る
費
用
を
負
担
す
る
保
護
者

等
に
対
し
、
経
済
的
な
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事

業
で
す
。

（
所
得
水
準
に
応
じ
て
自
己
負

担
月
額
限
度
額
が
設
定
さ
れ

ま
す
。）

①
障
害
者
自
立
支
援
事
業

②
３
億
９
，
３
３
８
万
円
（
国
費

１
億
９
，
５
４
８
万
円
・
県

費
９
，
７
５
０
万
円
）

③
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

④
障
が
い
者
等
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
な
ど
介
護
の
必
要

な
方
に
対
し
て
「
介
護
給
付
」

の
支
給
を
行
い
、
地
域
生
活

の
安
定
を
図
り
介
護
負
担
の

軽
減
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

自
立
や
就
労
に
向
け
た
訓
練

等
を
行
う
「
訓
練
等
給
付
」

を
支
給
し
、
日
中
活
動
の
場

の
提
供
に
よ
り
障
が
い
者
の

自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
、

施
設
入
所
支
援
等
の
住
ま
い

の
場
の
提
供
と
合
わ
せ
て
、

障
が
い
者
の
生
活
支
援
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

自
立
支
援
の
対
象
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
居
宅
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）、
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）、
療
養
介
護
、
生

活
介
護
お
よ
び
施
設
で
の
夜

間
の
ケ
ア
等
（
施
設
入
所
支

援
）、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行

支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
（
雇

用
型
）、就
労
継
続
支
援
Ｂ
（
非

雇
用
型
）
共
同
生
活
援
助
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
等
で
す
。

ま
た
、
旧
法
施
設
支
援
も
継

続
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　

利
用
す
る
に
は
支
給
申
請
を

行
い
、
支
援
費
の
支
給
決
定

お
よ
び
受
給
者
証
の
交
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
。（
ま
た
、

利
用
に
対
し
て
は
原
則
１
割

の
自
己
負
担
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

①
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

②
２
，
７
７
８
万
円
（
国
費

８
４
９
万
円
・
県
費
７
４
８
万

円
）

③
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

政策別の主な事業概要
　市では、総合計画および実施計画、各種個別計画等

により計画的に事業を進めています。平成 22 年度の

主要事業を紹介し、どのようなまちづくりを展開して

いくかお知らせします。

【文書の見方】
①事業の名称②予算額
③担当部署・担当係④事業の内容

安心・快適な
暮らしづくり

交
流
の
活
発
化
で
進
め
る
教
育
・
文
化

人
材
活
用
に
よ
る
福
祉
の
充
実

平成22年度  事業概要◆
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①
母
子
保
健
事
業
「
子
は
宝
」

②
２
，
５
４
３
万
円

③
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

④
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
母
子
健

康
手
帳
の
発
行
、
妊
婦
健
康

診
査
公
費
負
担
、
も
う
す
ぐ

パ
パ
マ
マ
学
級
、
乳
幼
児
の

健
診
や
学
級
、
相
談
、
訪
問
、

思
春
期
保
健
に
関
す
る
事
業

等
を
行
い
ま
す
。

①
歯
科
保
健
事
業
「
歯
い
き
い
き

キ
ラ
キ
ラ
」（
新
規
）

②
１
３
２
万
円

③
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

④
乳
幼
児
期
か
ら
「
予
防
歯
科
」

へ
の
意
識
を
高
め
、
永
久
歯

や
生
涯
を
通
じ
た
歯
の
健
康

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
特

に
妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
に

力
を
入
れ
て
、
今
年
度
か
ら

保
育
需
要
へ
対
応
し
ま
す
。

①
子
ど
も
手
当
事
業
（
前
年
度
の

児
童
手
当
事
業
を
対
象
年
齢

お
よ
び
支
給
金
額
を
拡
大
し

て
実
施
）

②
４
億
５
，
７
６
５
万
円
（
国
費

３
億
５
，
６
３
４
万
円
・
県

費
５
，
０
６
５
万
円
）

③
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

④
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る

た
め
に
中
学
校
修
了
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
て
、
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当
事
業

②
１
億
５
，
９
２
６
万
円
（
国
費

５
，
３
０
８
万
円
）

③
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

④
母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と

自
立
の
促
進
の
た
め
、
当
該

児
童
に
つ
い
て
児
童
扶
養
手

当
を
支
給
し
、
児
童
福
祉
の

増
進
を
図
り
ま
す
。

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
前

年
度
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

事
業
を
対
象
年
齢
を
小
学
３

年
生
終
了
ま
で
拡
大
し
て
実

施
）

②	

７
，
０
８
８
万
円
（
県
費

５
５
０
万
円
）

③	

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

④	

子
ど
も
の
病
気
の
早
期
治
療

を
促
進
し
、
そ
の
健
康
の
保

持
お
よ
び
健
全
な
子
育
て
を

支
援
す
る
た
め
受
診
時
の
医

療
費
自
己
負
担
額
を
助
成
し

ま
す
。

①
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
開

催
事
業

②
１
０
７
万
円

③
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
高
齢
福
祉

係
④
高
齢
者
を
対
象
に
国
体
規
模
で

開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
（
全
国
健
康
福
祉
祭
）
が
、

平
成
23
年
10
月
に
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
上
天
草
市

は
「
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
」
の

会
場
と
な
っ
て
お
り
、
今
年

９
月
５
日
（
日
）
に
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
27
億
３
，
３
７
６
万
円
（
国
費

４
億
６
，
５
０
０
万
円
・
県

費
４
億
２
，
３
４
６
万
円
）

①
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

②
１
１
９
万
円

③
市
民
窓
口
課

④
男
女
が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
に
参
画
す
る
社
会
の

実
現
を
進
め
ま
す
。

①
青
少
年
人
材
育
成
海
外
派
遣
事

業
②
３
２
５
万
円

③
企
画
政
策
課

④
「
上
天
草
市
ま
ち
づ
く
り
事
業

推
進
基
金
」
を
活
用
し
、
上

天
草
市
に
住
む
青
少
年
が
、

直
接
外
国
の
市
民
生
活
、
学

校
生
活
を
体
験
し
な
が
ら
国

際
交
流
を
深
め
、
幅
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
豊
か
な
青
少

年
の
育
成
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
事
業
で
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設

整
備
補
助
事
業

②
９
，
０
５
０
万
円
（
国
費
７
，

３
７
４
万
円
）

　

③
企
画
政
策
課

　

④
平
成
23
年
７
月
ま
で
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
完
全
移
行

に
伴
う
難
視
聴
対
策
の
一
つ

で
あ
る
共
聴
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
地
理
的
条
件
に
よ
る

難
視
聴
地
区
を
対
象
に
、
共

聴
施
設
の
改
修
等
の
対
策
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
新
設
又
は

改
修
す
る
組
合
に
対
し
て
補

助
す
る
事
業
で
す
。

31
歳
、
36
歳
、
41
歳
の
女
性

の
方
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
が

無
料
で
、
ま
た
、
今
年
度
満

年
齢
41
歳
、
46
歳
、
51
歳
、

56
歳
、
61
歳
の
女
性
の
方
は

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
）
が
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

①	

健
康
づ
く
り
推
進
計
画
事
業

「
つ
く
ろ
う
健
康　

ふ
や
そ
う

笑
顔　

み
ん
な
し
あ
わ
せ
上

天
草
」

②
44
万
円

③
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

④
す
べ
て
の
市
民
が
、
病
気
が

あ
っ
て
も
重
症
化
せ
ず
に
楽

し
み
や
生
き
が
い
が
あ
り
、

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・

職
場
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

①	

認
可
保
育
園
措
置
事
業

②	

８
億
４
，
７
１
７
万
円
（
国

費
２
億
９
，
９
２
７
万
円
・

県
費
１
億
５
，
５
１
８
万
円
）

③	

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

④
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
を
保
育

す
る
こ
と
を
目
的
に
私
立
保

育
園
13
園
に
対
し
て
交
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

①	

開
所
時
間
延
長
保
育
促
進
事

業
②	

６
，
９
９
４
万
円
（
国
費

２
，
３
０
１
万
円
・
県
費
２
，

３
０
１
万
円
）

③	

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

④
11
時
間
の
保
育
園
開
所
時
間
の

前
後
に
お
い
て
、
さ
ら
に
30
分

以
上
の
延
長
保
育
を
実
施
し
、

④
地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
者

（
児
）
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
治

体
が
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域

生
活
支
援
を
実
施
し
、
地
域

で
の
障
が
い
者
等
の
生
活
の

安
定
や
自
立
に
向
け
た
体
制

づ
く
り
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
に
よ
り
自
己
負
担
１
割

が
必
要
で
す
。）

　
　

主
な
事
業
は
相
談
支
援
事

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
、
移
動
支
援
事
業
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
、

日
中
一
時
支
援
事
業
（
預
か

り
、
日
帰
り
シ
ョ
ー
ト
）、
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
自
動
車

免
許
取
得
事
業
等
が
あ
り
ま

す
。

①
福
祉
手
当

②
１
，
６
６
３
万
円
（
国
費
１
，

２
４
７
万
円
）

③
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

④
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
（
児
）

で
、
常
時
特
別
の
介
護
を
要

す
る
状
態
の
人
に
対
し
て
支

給
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
支
給

要
件
が
あ
り
ま
す
。）
手
当
て

は
、
特
別
障
害
者
手
当
・
障

害
児
福
祉
手
当
お
よ
び
経
過

的
福
祉
手
当
が
あ
り
、
２
月
、

５
月
、
８
月
、
11
月
に
そ
れ

ぞ
れ
前
月
ま
で
の
３
カ
月
分

を
支
給
し
ま
す
。

③
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
賦
課
給
付

係
④
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
を
対
象

に
、
要
介
護
状
態
な
ど
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
自
分
で
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
で
す
。（
自
己
負

担
は
１
割
）

①
地
域
支
援
事
業

②
５
，
４
８
４
万
円
（
国
費

２
，
０
６
８
万
円
・
県
費
１
，

０
３
４
万
円
）

③	

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
介
護
予

防
係

④
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
な
ど
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と

も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に

お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
事
業
で
す
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・
幼
児

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
を
無
料

で
実
施
し
ま
す
。
２
歳
児
歯

科
健
康
診
査
や
保
育
園
で
の

フ
ッ
化
物
洗
口
の
推
進
等
、

８
０
２
０
推
進
員
と
と
も
に

歯
科
保
健
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

①
特
定
健
診
特
定
保
健
指
導
事
業

「
時
代
は
予
防
へ
」

②
４
，
７
２
５
万
円

③
保
健
課
国
保
係
、
健
康
づ
く
り

推
進
室

④
生
活
習
慣
病
お
よ
び
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
の
早
期
発
見

早
期
治
療
、
さ
ら
に
早
い
段

階
の
予
防
の
た
め
に
特
定
健

診
の
受
診
率
、
保
健
指
導
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
平
成

22
年
４
月
１
日
現
在
で
国
保

加
入
の
方
で
今
年
度
満
年
齢

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳

の
方
は
特
定
健
診
が
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
特

定
健
診
を
受
け
た
方
で
必
要

な
方
は
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
を
予
防
す
る
目
的
で
詳
細

の
検
査
を
無
料
で
実
施
し
ま

す
。

①
予
防
接
種
事
業
「
予
防
接
種
早

め
に
受
け
て
病
気
知
ら
ず
」

②
３
，
８
９
８
万
円

③
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

④
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
、
定
期

の
予
防
接
種
を
集
団
ま
た
は

個
別
で
行
い
ま
す
。
学
童
ま

で
の
予
防
接
種
は
対
象
年
齢

の
方
は
無
料
で
す
。
ヒ
ブ
（
細

菌
性
髄
膜
炎
）
の
予
防
接
種

に
対
し
て
も
対
象
の
方
に
は
、

費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
健
康
増
進
法
等
に
よ
る
保
健
事

業
「
あ
な
た
の
健
康　

家
族

の
笑
顔
」

②
５
，
６
４
６
万
円

③
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

④
健
康
手
帳
交
付
、
各
種
健
康
教

育
・
相
談
、
生
活
習
慣
病
健
診
・

各
種
が
ん
検
診
、
お
よ
び
訪

問
指
導
等
住
民
の
健
康
管
理

や
生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援

す
る
事
業
で
す
。
食
生
活
改

善
推
進
事
業
等
、
地
域
の
健

康
増
進
を
住
民
の
手
で
図
れ

る
よ
う
、
地
区
組
織
の
育
成

や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
満
年
齢
21
歳
、
26
歳
、

て
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

①
は
り
灸
助
成
事
業
「
は
り
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
」

②
２
，
０
７
９
万
円
（
国
民
健
康

保
険
）・
２
，
７
２
６
万
円
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
）

③
保
健
課
国
保
係
・
後
期
高
齢
者

医
療
係

④
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
ま
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
指
圧
に
関
す
る
施

術
利
用
費
用
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。
助
成
回
数
は
、

国
民
健
康
保
険
は
１
世
帯
24

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

は
１
人
12
回
で
す
。

各
種
連
携
で
の
保
健
・
医
療
の
充
実

合
併
効
果
を
引
き
出
す
連
携
・
交
流
の
推
進

平成22年度  事業概要◆

�2010.5 月号� 広報 上天草



①
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業

②
60
万
円

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
食
育

活
動
を
進
め
な
が
ら
、
地
場

農
林
水
産
物
の
学
校
給
食
へ

の
利
用
拡
大
や
地
産
地
消
を

推
進
し
ま
す
。

①
食
材
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業

②
２
６
０
万
円

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
上
天
草
市
農
林
水
産
物
の
販
路

拡
大
を
図
る
た
め
、
食
材
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
完
成
に
合
わ

せ
、
販
売
商
談
会
を
実
施
し

ま
す
。

①
農
林
水
産
物
販
売
促
進
事
業

②
１
３
０
万
円

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
市
外
へ
の
上
天
草
市
農
林
水
産

物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
市
外

の
大
型
店
舗
等
に
お
い
て
販

売
活
動
、
営
業
活
動
を
行
い

ま
す
。

①
認
定
農
業
者
等
担
い
手
支
援
事

業
②
５
６
９
万
円
（
県
費
１
３
０
万

円
）

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
市
の
農
業
経
営
・
生
産
に
関
す

る
目
標
お
よ
び
活
動
計
画
の

策
定
、
農
業
に
関
す
る
相
談

や
情
報
提
供
お
よ
び
認
定
農

業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
務
事

業
②
１
，
１
７
７
万
円
（
県
費

８
８
１
万
円
）

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
地
形
的
に
不
利
な
傾
斜
地
等
の

農
地
の
荒
廃
化
を
防
ぎ
、
多

面
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め

市
内
14
カ
所
の
集
落
で
棚
田

保
全
事
業
、
集
落
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

①
酪
農
振
興
対
策
事
業

②
１
４
３
万
円

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
乳
用
牛
増
産
対
策
事
業
、
環
境

衛
生
指
導
事
業
、
ヘ
ル
パ
ー

事
業
を
組
合
と
共
に
実
施
し

て
、
後
継
者
育
成
、
経
営
改

善
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
農
地
・
水
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業

②
２
３
９
万
円
（
県
費
22
万
円
）

③
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

④
持
続
的
営
農
活
動
を
行
う
上

で
、
基
礎
と
な
る
農
地
や
農

業
施
設
等
の
農
村
資
源
を
農

家
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て

保
全
す
る
活
動
や
環
境
保
全

型
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

①
県
営
農
道
整
備
事
業

②
３
，５
５
０
万
円
（
市
負
担
金
）

③
農
林
水
産
課
耕
地
係

④
農
産
物
等
の
搬
出
入
の
効
率
化

お
よ
び
交
通
の
利
便
性
を
図

る
目
的
と
し
て
、
農
業
基
盤

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

▽
県
営
大
矢
野
北
部
２
期
地
区

　

▽
大
維
地
区（
東
大
維
橋
補
修
）

広
域
農
道
整
備
▽
大
矢
野
北

部
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
整
備

①
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

化
事
業　

②
３
，９
７
０
万
円
（
諸
収
入
３
，

７
７
２
万
円
）

③
農
林
水
産
課
耕
地
係

④
排
水
機
場
の
老
朽
化
に
伴
い
施

設
の
改
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

①	

市
単
独
耕
地
事
業

②	

５
０
０
万
円

③
農
林
水
産
課
耕
地
係

④
国
、
県
の
補
助
事
業
に
該
当
し

な
い
小
規
模
土
地
改
良
施
設

の
整
備
を
し
、
農
作
業
の
労

力
軽
減
、
農
産
物
生
産
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

①
自
然
保
護
事
業

②
６
７
７
万
円

③
農
林
水
産
課
林
務
係

④
有
害
鳥
獣
の
駆
除
に
よ
る
自
然

保
護
を
図
り
、
地
域
農
産
物

に
お
け
る
生
産
向
上
の
た
め

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
事
業

②
８
２
２
万
円
（
県
費
１
９
９
万

円
・
業
務
委
託
費
31
万
円
）

③
農
業
委
員
会

④
農
業
委
員
会
は
、
法
令
に
基
づ

き
、
農
地
の
権
利
移
動
や
転

用
の
許
認
可
事
務
、
農
地
の

貸
し
借
り
、
認
定
農
業
者
お

よ
び
担
い
手
の
育
成
・
確
保

や
無
断
転
用
防
止
が
主
な
仕

事
で
す
。
さ
ら
に
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
遊
休
農

地
、
耕
作
放
棄
地
の
実
態
を

把
握
し
、
所
有
者
等
に
対
し
、

規
模
拡
大
を
し
た
い
認
定
農

業
者
や
新
し
く
農
業
を
し
た

い
人
等
に
貸
し
借
り
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
漁
港
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事

業
②
２
億
８
，
０
０
５
万
円
（
補
助

２
億
３
，
８
６
７
万
円
）

③
農
林
水
産
課
水
産
漁
港
係

④
市
内
18
の
漁
港
（
内
市
管
理
15

漁
港
）
に
お
い
て
、
漁
業
者

の
方
が
安
全
で
効
率
的
に
利

用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

①
水
産
振
興
対
策
事
業

②
１
，
３
９
７
万
円

③
農
林
水
産
課
水
産
漁
港
係

④
水
産
資
源
の
維
持
の
た
め
に
稚

魚
の
放
流
事
業
、
漁
業
協
同

組
合
な
ど
の
水
産
振
興
事
業

に
対
し
て
、
そ
の
一
部
の
負

担
金
お
よ
び
補
助
。

①
商
工
業
振
興
対
策
補
助
金
事
業

②
１
，
７
４
１
万
円

③
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

④
地
域
中
小
企
業
の
活
性
化
等
を

図
る
た
め
、
各
種
事
業
を
展

開
す
る
本
市
商
工
会
へ
の
補

助
を
行
い
ま
す
。

①
中
小
企
業
短
期
融
資
貸
付
金
事

業
②
２
，
０
０
０
万
円

③
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

④
市
内
の
中
小
企
業
が
融
資
を
受

け
や
す
く
す
る
た
め
に
、
融

資
資
金
を
市
内
の
金
融
機
関

に
預
託
し
、
金
融
機
関
は
同

額
の
自
己
資
金
を
加
え
て
市

内
の
中
小
企
業
者
に
融
資
し

ま
す
。

①
観
光
振
興
事
業
補
助
金
お
よ
び

委
託
事
業

②
３
，
１
８
３
万
円

③
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

④
観
光
振
興
の
た
め
の
各
種
事
業

を
推
進
す
る
観
光
協
会
や
雲

仙
天
草
観
光
圏
事
業
に
対
す

る
補
助
や
観
光
を
推
進
す
る

た
め
の
委
託
等
を
行
い
、
観

光
事
業
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

①
観
光
宣
伝
広
告
事
業

②
４
２
２
万
円

③
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

④
各
種
公
告
媒
体
を
活
用
し
て
、

観
光
推
進
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
等

を
行
う
も
の
で
す
。

①
美
し
い
上
天
草
市
づ
く
り
事
業

②
９
９
１
万
円

③
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

④
公
園
や
道
路
沿
線
に
花
づ
く
り

を
行
い
、
景
観
向
上
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
上
天
草
市
が

花
の
観
光
地
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

①
祭
り
イ
ベ
ン
ト
事
業

②
９
３
６
万
円

③
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

④「
天
草
五
橋
祭
」、「
キ
ラ
ラ
祭
」、

「
夏
夢
音
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
」、

「
し
お
風
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催

し
、
観
光
客
の
誘
致
を
推
進

し
ま
す
。

①
観
光
施
設
維
持
管
理
事
業

②
６
，
３
４
５
万
円
（
う
ち
交
付

金
１
，
４
０
０
万
円
、
県
支

出
金
１
５
３
万
円
、
使
用
料

等
１
８
９
万
円
）
※
平
成
21

年
度
繰
越
含
む

③
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

④
本
市
の
温
泉
施
設
、
公
園
、
海

水
浴
場
、
公
衆
ト
イ
レ
等
を

良
好
な
状
態
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
維
持
管
理
と

観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
た

め
の
施
設
整
備
等
を
行
い
、

利
用
者
の
満
足
度
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

①
経
済
振
興
戦
略
会
議
事
業

②
48
万
円

③
企
業
誘
致
課

④
市
内
各
産
業
よ
り
、
幅
広
い
意

見
を
伺
い
、
官
民
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
市
の
経

済
振
興
を
推
進
す
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

①
企
業
立
地
雇
用
促
進
事
業

②
１
５
０
万
円

③
企
業
誘
致
課

④
本
市
に
お
い
て
、新
た
に
起
業
、

ま
た
は
事
業
拡
大
を
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
雇
用
の
創
出

を
促
す
た
め
、
適
用
条
件
を

満
た
す
企
業
立
地
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

①
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
業

②
１
，
９
４
９
万
円
（
う
ち
国
交

付
金
７
６
０
万
円
）
※
平
成

21
年
度
繰
越
含
む

③
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

④
市
内
４
カ
所
の
キ
ャ
ン
プ
場
施

設
等
を
良
好
な
状
態
で
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
維
持

管
理
と
龍
ヶ
岳
山
頂
バ
ン
ガ

ロ
ー
の
補
修
を
行
う
も
の
で

す
。

①
地
域
産
業
・
雇
用
創
出
協
議
会

事
業

②
県
費
直
接
支
援

③
企
業
誘
致
課

④
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
産
業
と

雇
用
の
創
出
を
目
指
し
、
企

業
誘
致
と
地
場
産
業
の
振
興

と
い
う
二
つ
の
観
点
に
重
点

を
お
い
て
、
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

①
上
天
草
市
特
産
品
流
通
セ
ン
タ
ー

業
務
委
託
事
業

②
５
９
２
万
円

③
企
業
誘
致
課

④
市
産
品
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
や
流
通
体
制
の
整
備
な
ど

の
振
興
策
を
実
施
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
物
産
館
を
拠

点
と
し
て
上
天
草
特
産
品
の

知
名
度
を
高
め
る
情
報
発
信
、

販
路
の
構
築
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

生きがいある
働き場づくり

海
を
テ
ー
マ
と
し
て
の
産
業
の
振
興
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③
建
設
課
工
務
係

④
橋
梁
維
持
計
画
に
基
づ
き
、
第

２
神
代
橋
改
修
他
３
橋
梁
の

改
修
を
行
い
、
交
通
の
安
全

性
を
確
保
し
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。（
平
成
21
年
度

繰
越
事
業
５
，
４
０
０
万
円

含
む
）

①
道
路
舗
装
事
業

②
１
億
３
，
８
５
０
万
円

③
建
設
課
工
務
係

④
道
路
舗
装
計
画
に
基
づ
き
、

白
浜
団
地
内
線
他
18
路
線
の

舗
装
等
を
行
い
、
交
通
の
安

全
性
を
確
保
し
、
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。（
平
成

21
年
度
繰
越
事
業
１
億
３
，

６
５
０
万
円
含
む
）

①
港
湾
建
設
事
業

②
２
億
２
，
１
８
８
万
円

③
建
設
課
工
務
係

④
港
湾
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
江

樋
戸
港
改
修
工
事
他
５
件
の

工
事
を
行
い
、
船
舶
の
安
全

な
係
留
を
図
り
ま
す
。（
平
成

21
年
度
繰
越
事
業
７
５
０
万

円
含
む
）

①
海
岸
保
全
事
業　

②
１
，
４
０
０
万
円

③
建
設
課
工
務
係

④	

港
湾
建
設
計
画
に
基
づ
き
、
永

目
港
海
岸
保
全
工
事
他
２
件

の
工
事
を
行
い
、
地
域
住
民

の
安
全
を
図
り
ま
す
。（
平
成

21
年
度
繰
越
事
業
６
０
０
万

円
含
む
）

①
地
籍
調
査
事
業
（
大
矢
野
町
湯

島
地
区
）

②
２
，
６
６
６
万
円
（
県
費

　

１
，
８
６
２
万
円
）

③
税
務
課
地
籍
係

④
地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法

　

に
基
づ
く
「
国
土
調
査
」
の
一

つ
で
あ
り
、
一
筆
ご
と
の
土

地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目

を
調
査
し
、
境
界
の
位
置
と

面
積
を
測
量
す
る
も
の
で
す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
管

理
事
業

②
２
，
２
３
４
万
円

③
都
市
整
備
課
水
環
境
係

④
龍
ヶ
岳
町
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト
を
維
持
管

理
し
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業

②
４
，
６
７
５
万
円
（
国
費
１
，

２
５
０
万
円
）

③	

都
市
整
備
課
水
環
境
係

④	

住
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、

松
島
町
合
津
・
阿
村
地
区
に

お
け
る
下
水
道
管
渠
布
設
工

事
お
よ
び
合
津
終
末
処
理
場

の
長
寿
命
化
計
画
を
作
成
し

ま
す
。

①
公
共
下
水
道
施
設
維
持
管
理
事

業
②
５
，
８
０
０
万
円

③
都
市
整
備
課
水
環
境
係

④
合
津
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理

を
は
じ
め
、
既
存
管
路
の
清

掃
、
点
検
管
理
等
を
行
な
い

な
が
ら
、
公
共
下
水
道
に
接

続
さ
れ
た
各
家
庭
や
事
務
所

等
か
ら
流
入
す
る
排
水
の
適

正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

①
浄
化
槽
設
置
助
成
事
業

②
３
，
７
３
０
万
円
（
国
費

１
，
２
４
３
万
円
、
県
費
１
，

２
４
３
万
円
）

③
都
市
整
備
課
水
環
境
係

①
交
通
安
全
施
設
事
業

②	

３
，
１
６
５
万
円

③	

建
設
課
工
務
係

④	

市
内
の
交
通
安
全
施
設
の
工

事
、
改
修
等
を
行
い
、
交
通

の
安
全
性
を
確
保
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
平
成
21
年
度
繰
越
事
業
３
，

０
５
０
万
円
含
む
）

①
道
路
維
持
事
業

②
１
億
82
万
円

③
建
設
課
工
務
係

④
道
路
維
持
計
画
に
基
づ
き
、
市

道
今
泉
川
支
線
他
28
路
線
の

維
持
工
事
を
行
い
、
交
通
の

安
全
性
と
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。（
平
成
21
年
度
繰

越
事
業
５
，
６
４
１
万
円
含

む
）

①
道
路
改
良
事
業

②
１
億
９
，
６
６
９
万
円

③
建
設
課
工
務
係

④
道
路
改
良
計
画
に
基
づ
き
、

市
道
環
状
西
２
号
線
他
13
路

線
の
道
路
拡
幅
工
事
等
を
行

い
、
市
民
の
安
全
を
確
保
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。（
平
成
21
年
度
繰
越
事
業

１
億
４
９
０
万
円
含
む
）

①
橋
梁
維
持
事
業

②
６
，
０
３
６
万
円

④
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
図
り
、

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る

た
め
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

①
上
天
草
衛
生
施
設
一
部
事
務
組

合
負
担
金
事
業

②
１
億
４
，
１
１
７
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

④
市
内
（
湯
島
地
区
を
除
く
。）

か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
浄

化
槽
汚
泥
の
処
理
を
行
う
た

め
の
負
担
金
で
す
。

①
し
尿
処
理
事
務
事
業

②
８
０
１
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

③
湯
島
地
区
の
し
尿
等
の
収
集
運

搬
お
よ
び
処
理
を
行
う
た
め

の
費
用
で
す
。

①
湯
島
地
区
配
水
管
布
設
替
事
業

②
４
，
３
０
０
万
円
（
国
費
１
，

５
５
０
万
円
）

③
水
道
局

④
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
り
漏
水

が
多
い
た
め
で
す
。

①
倉
江
配
水
池
築
造
工
事

②
１
億
５
，
０
０
０
万
円

③
水
道
局

④
現
在
の
配
水
池
が
老
朽
化
が
激

し
く
、
容
量
も
不
足
し
て
い

る
た
め
で
す
。

①
倉
江
浄
水
場
築
造
工
事

②
３
億
円
（
全
体
事
業
費

12
億
２
，
２
０
０
万
円
）

③
水
道
局

④
現
在
の
浄
水
場
の
劣
化
が
激
し

く
危
険
な
状
況
に
あ
る
た
め

新
し
く
浄
水
場
を
造
り
ま
す
。

①
野
釜
地
区
送
、
配
水
管
布
設
替

工
事

②
７
３
０
万
円

③
水
道
局

④
送
、
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
り

漏
水
が
多
い
た
め
で
す
。

①
北
部
農
免
道
路
配
水
管
布
設
替

工
事

②
７
７
０
万
円

③
水
道
局

④
農
免
道
路
工
事
に
よ
り
埋
設
深

が
深
く
な
る
た
め
布
設
替
を

し
ま
す
。

①
市
営
住
宅
建
設
事
業

②
１
，
４
３
０
万
円
（
国
費

６
４
４
万
円
）

③
都
市
整
備
課
住
宅
係

④
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
に
基
づ
く
既
設
市
営
住

宅
の
改
修
工
事
等
を
実
施
し

ま
す
。

①
天
草
広
域
連
合
清
掃
費
負
担
金

事
業

②
３
億
９
，
８
９
６
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

④
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
等
を
処
分
す
る
た
め
の

負
担
金
で
す
。

①
ご
み
処
理
事
務
事
業

②
９
，
０
０
０
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

④
市
指
定
ご
み
袋
の
作
成
、
ご
み

収
集
運
搬
の
委
託
、
各
種
補

助
（
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
整
備
）

な
ど
を
行
う
た
め
の
費
用
で

す
。

①
斎
場
総
務
管
理
事
業

②
１
，
４
３
３
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

④
市
立
斎
場
の
運
営
お
よ
び
施
設

の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

①
狂
犬
病
予
防
事
業

②
３
７
１
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

④
狂
犬
病
予
防
お
よ
び
野
犬
対
策

の
た
め
の
費
用
で
す
。

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
事
業

②
４
０
０
万
円

③
環
境
衛
生
課
環
境
係

④
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
方
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

①
自
主
防
災
組
織
支
援
事
業

②
90
万
円

③
総
務
課

④
地
域
住
民
の
災
害
に
対
す
る
防

災
意
識
の
高
揚
と
火
災
発
生

時
に
住
民
相
互
に
よ
る
避
難

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
も
の

で
す
。

①
県
消
防
操
法
大
会
事
業

②
２
５
０
万
円

③
総
務
課

④
消
防
団
員
の
消
火
活
動
に
対
す

る
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
２
年
に
１
回
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
予
選
会
が
６
月
、

県
大
会
が
８
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

①
単
県
治
山
事
業

②
８
３
０
万
円
（
県
費
５
５
３
万

円
）

③
農
林
水
産
課
林
務
係

④
人
家
の
裏
山
の
崩
壊
防
止
や
自

然
災
害
等
に
よ
り
崩
壊
し
た

山
地
を
復
旧
し
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
実
施

し
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

身
近
な
単
位
で
の
生
活
環
境
の
整
備

責任ある環境・基盤づくり
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①
税
務
事
務
事
業

②
１
，
６
４
７
万
円

③
税
務
課
市
民
税
係
・
固
定
資
産

税
係

④
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
、
市

税
と
国
保
税
の
公
平
・
公
正

な
賦
課
事
務
、
徴
収
事
務
を

行
い
ま
す
。

①
市
勢
要
覧
策
定
事
業

②
１
３
２
万
円

③
総
務
課

④
市
の
情
勢
や
現
況
を
写
真
や
図

な
ど
を
使
い
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
し
ま

す
。

①
参
議
院
議
員
・
農
業
委
員
会
委

員
選
挙

②
３
，
７
０
７
万
円

③
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

④
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
執
行
に

伴
う
も
の
で
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

②
２
，
６
０
０
万
円

③
企
画
政
策
課

④
「
上
天
草
市
ま
ち
づ
く
り
事
業

推
進
基
金
」
を
活
用
し
、
住

民
が
自
ら
考
え
、
実
行
し
て

い
く
「
自
助
自
立
型
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め

に
、
市
内
の
団
体
や
グ
ル
ー

プ
等
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
で
す
。

①
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

②
62
万
円

③
企
画
政
策
課

④
身
近
な
公
共
空
間
で
あ
る
公

園
、
道
路
、
緑
地
等
の
美
化

お
よ
び
清
掃
活
動
に
つ
い
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
そ
の
里

①
Ｅ
Ｍ
生
活
環
境
改
善
事
業

②
65
万
円

③
環
境
衛
生
課
環
境
係

④
有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
を
使

い
、
川
や
側
溝
を
き
れ
い
に

し
、
地
域
環
境
の
改
善
を
行

い
ま
す
。

①
保
健
衛
生
施
設
整
備
事
業

②
２
０
０
万
円

③
環
境
衛
生
課
衛
生
係

④
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁

を
防
止
し
、
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
排
水
溝
を
整
備

し
ま
す
。

①
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

②
９
３
３
万
円
（
県
費
８
０
０
万

円
）

③
農
林
水
産
課
林
務
係

④
本
市
の
市
木
で
あ
る
松
の
保
全

お
よ
び
、
景
観
保
全
を
図
る

た
め
地
上
散
布
、
伐
倒
駆
除

を
実
施
し
ま
す
。

親
と
な
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
管
理
す
る
こ
と
で
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
清
掃

活
動
に
必
要
な
用
具
の
貸
し

出
し
や
、
燃
料
等
の
支
給
を

行
う
事
業
で
す
。

①
国
勢
調
査
事
業

②
１
，
４
１
０
万
円
（
県
費
１
，

４
０
９
万
円
）

③
企
画
政
策
課

④
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
第
５

条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
い

て
実
施
す
る
人
口
お
よ
び
世

帯
に
関
す
る
調
査
（
基
幹
統

計
調
査
）
で
、
国
お
よ
び
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
各
種

行
政
施
策
そ
の
他
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
本
年
９
月
下
旬
よ
り
調

査
を
開
始
し
ま
す
。

行
財
政
の
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り

海
の
環
境
と
自
然
環
境
の
保
全
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平成 22 年度
タウンミーティング

　上天草市タウンミーティングは、市民との協働による
まちづくりを推進するため、市民の皆さんから建設的な
意見を聴取し、政策に反映することを目的として実施し
ます。

日　時 場　所

5 月 26 日（ 水 ） 神自治公民館（姫戸町）

６月 11 日（金） 丸田公民館（龍ヶ岳町）

【日時・場所】

受　　付　午後６時 30 分から
開始時間　午後７時から
終了時間　午後 8 時 30 分まで（原則 90 分）

【ミーティングの内容】
　今回のタウンミーティングでは、これま
での取組みや今後の市政の方向性について
説明を行い、意見をお願いするものです。

詳しくは、総務課行政係までお尋ねください。
☎ 0964（56）1111 内線（1246）

市
長と語ろう

 　

先
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ど
ん
ぐ
り

村
が
、
旧
大
矢
野
保
育
園
跡
地
に
あ

ら
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
ぐ
り
村
は
、
障
が
い
者
の
自

立
を
支
援
す
る
組
織
で
す
。
現
在
、

16
人
の
障
が
い
者
の
方
が
集
い
、
生

産
活
動
や
創
作
活
動
、
そ
し
て
社
会

と
の
交
流
促
進
な
ど
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
ぐ
り
村
は
、
平
成
15
年
に
、

『
障
が
い
者
・
児
を
持
つ
親
の
会
』

に
よ
り
発
足
し
、
当
初
は
３
人
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
発
足
時
は
、

大
矢
野
町
登
立
に
お
い
て
地
域
の
方

が
所
有
す
る
事
務
所
を
無
償
で
借
り

て
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
や
バ
ザ
ー
の

開
催
な
ど
を
行
い
な
が
ら
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ど
ん

ぐ
り
村
と
し
て
設
立
し
、
メ
ー
ル
便

配
達
業
務
や
た
こ
焼
き
、
か
き
氷
の

販
売
、
縁
側
喫
茶
だ
ん
だ
ん
の
オ
ー

プ
ン
な
ど
徐
々
に
活
発
な
活
動
を
展

開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
は
、
事
務
所

を
提
供
い
た
だ
い
た
市
民
の
方
や
社

会
福
祉
協
議
会
や
区
長
会
、
病
院
、

学
校
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
多
く
の
団
体
・
個
人
の
方
に
支
え

ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

障
が
い
は
、
生
ま
れ
つ
き
や
事
故

に
よ
り
、
本
人
の
意
思
と
は
関
係
な

く
負
う
も
の
で
、障
が
い
者
は
、も
っ

と
も
社
会
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
国
憲
法
第
25
条
に
、「
す
べ

て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
方
で
あ
っ
て
も
い
か

に
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
社
会
生

活
が
で
き
る
か
が
肝
心
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ど
ん
ぐ
り
村
で
は
、
毎
日
、
仲
良

く
明
る
く
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、

16
人
の
方
は
、
け
っ
し
て
卑
屈
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
な
り
に
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
、
自

発
的
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ

い
と
と
も
に
、
ど
ん
ぐ
り
村
の
活
動

が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
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交
流
の
里
『
ど
ん
ぐ
り
村
』     

 　

障
が
い
者
の
自
立
し
た

　
　
　
　
　
　

生
活
を
目
指
し
て

川
端
祐
樹

上
天
草
市
長

▲どんぐり村開所式の様子
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入札予
定時期 工　　　事　　　名 工事種別 工事概要 工事場所 工事期間

4 月 西の浦マンホールポンプ場ポンプ取替工事 機械 マンホールポンプ取替設置 2 台 松島町合津 4 ヶ月
4 月 上天草市立斎場改築（建築 ) 工事 建築 収骨場整備 大矢野町登立 6 ヶ月
5 月 市道環状西１号線舗装工事 ほ装 L=150m　A=750 ㎡ 大矢野町上 3 ヶ月
5 月 市道田端船江線舗装工事 ほ装 L=150m　A=650 ㎡ 大矢野町登立 3 ヶ月
5 月 龍ヶ岳山頂バンガロー改修工事 建築 ドア交換・外壁補修・白蟻対策 龍ヶ岳町大道 1 ヶ月
5 月 天草四郎公園街灯設置工事 電気 街路灯新設 大矢野町中 3 ヶ月
5 月 市道本郷山浦線道路改良工事 土木 側溝布設、アスファルト舗装 松島町教良木 4 ヶ月
5 月 市道東釜１号線道路改良工事 土木 側溝布設、アスファルト舗装 松島町今泉 4 ヶ月
5 月 市道須の上線道路改良工事 土木 Ｌ型擁壁、コンクリート床版 松島町今泉 3 ヶ月
5 月 第２神代橋補修工事 土木 鋼桁、鋼床版補修 姫戸町二間戸 4 ヶ月
5 月 阿村港海岸保全工事 土木 パラペット嵩上げ 松島町阿村 4 ヶ月
5 月 江後港防波堤改良工事 土木 防波堤改良 大矢野町中 4 ヶ月
5 月 樋島港防波堤改良工事（東風留地区） 土木 防波堤改良 龍ヶ岳町高戸 3 ヶ月
5 月 上天草市立斎場炉バーナー改修工事 管 炉バーナー、1 号・2 号取替 大矢野町登立 2 ヶ月
5 月 不法投棄物等仮置場建設工事 建築 防護柵 L=35m、床舗装　A=50 ㎡ 松島町阿村 2 ヶ月
6 月 市道平線舗装工事 ほ装 L=200m　A=750 ㎡ 大矢野町登立 3 ヶ月
6 月 市道天満宮尾越崎線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 大矢野町登立 3 ヶ月
6 月 市道柳亀の迫線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 大矢野町中 3 ヶ月
6 月 合津本口地区枝線管渠築造工事 土木 管渠φ 150mm　L=150m 松島町合津 4 ヶ月
6 月 中南小学校簡易型校舎新築工事 建築 簡易型校舎新築 大矢野町中 3 ヶ月
6 月 今津小学校校舎耐震補強工事 建築 校舎耐震補強一式 松島町合津 6 ヶ月
6 月 上小学校校舎耐震補強工事 建築 校舎耐震補強一式 大矢野町上 6 ヶ月
6 月 今津中学校校舎耐震補強工事 建築 校舎耐震補強一式 松島町合津 6 ヶ月
6 月 大矢野中学校屋内運動場改築用地造成工事 土木 用地造成一式 大矢野町中 3 ヶ月
6 月 登立橋補修工事 土木 コンクリート床版補修 大矢野町登立 4 ヶ月
6 月 江樋戸港改修工事 土木 防波堤改修 大矢野町上 9 ヶ月
6 月 南部農免道路舗装工事 ほ装 舗装工（Ａｓ）　A=3,800 ㎡ 大矢野町中 2 ヶ月

　内容については、平成 22 年 4 月 1 日現在における予定であり、実際に発注する工事の内容がこの内容と異

なる場合、又はここに記載されていない工事が発注される場合があります。また、予定設計金額が 250 万円以

下の工事、工事発注内容や時期が未定の工事は記載してありません。入札方法は、指名競争入札となります。

6 月 樋合配水池管理道路改良工事 土木 道路改良　L=200 ｍ 松島町合津 4 ヶ月
7 月 市道鮗ヶ浦線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 大矢野町中 3 ヶ月
7 月 市道船津神代線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 姫戸町二間戸 3 ヶ月
7 月 市道白浜団地内線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 龍ヶ岳町高戸 3 ヶ月
7 月 馬立小学校線舗装工事 ほ装 L=300m　A=2,000 ㎡ 松島町合津 5 ヶ月
7 月 阿村地区枝線管渠築造工事 土木 管渠φ 150mm　L=50m 松島町阿村 3 ヶ月
7 月 湯島地区配水管布設替工事 水道 配水管φ 30 ～φ 40　L=1,740 ｍ 大矢野町湯島 4 ヶ月
7 月 市道環状北線道路改良工事 土木 ボックスカルバート布設 大矢野町登立 5 ヶ月
7 月 市道環状西２号線道路改良工事（寄船） 土木 側溝布設、既設コンクリート物撤去 大矢野町登立 3 ヶ月
7 月 倉江橋補修工事 土木 鋼桁、コンクリート床版補修 松島町教良木 4 ヶ月
7 月 永目港海岸保全工事 土木 消波ブロック設置 姫戸町姫浦 3 ヶ月
8 月 市道今泉川支線道路維持工事 土木 道路整備 松島町今泉 3 ヶ月
8 月 市道屋敷山白涛線道路維持工事 土木 排水工事 大矢野町登立 3 ヶ月
8 月 市道二間戸本郷１～６号線道路維持工事 土木 転落防止柵（ガードレール） 姫戸町二間戸 3 ヶ月
8 月 環状西２号線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 大矢野町登立 3 ヶ月
8 月 市道田端船江線舗装工事 ほ装 L=150m　A=600 ㎡ 大矢野町登立 3 ヶ月
8 月 蔵々漁港物揚場改良工事 土木 浮体式係船岸 L=13 ｍ 大矢野町維和 4 ヶ月
8 月 野釜漁港防波堤工事 土木 防波堤 L=60 ｍ 大矢野町上 5 ヶ月
8 月 上地区荷さばき所新築工事 建築 整備面積　A=237 ㎡ 大矢野町上 4 ヶ月
8 月 中地区荷さばき所新築工事 建築 整備面積　A=673 ㎡ 大矢野町中 5 ヶ月
8 月 林道平山線舗装工事 ほ装 舗装工　L=3,200 ｍ 龍ヶ岳町大道 4 ヶ月
8 月 林道白嶽線改良工事 土木 林道改良　L=200 ｍ 姫戸町姫浦 5 ヶ月
8 月 山口地区配水管新設工事 水道 配水管φ 75　L=300 ｍ 松島町今泉 3 ヶ月
8 月 倉江浄水場新築（Ａ）工事 水道 浄水場一式 松島町教良木 18 ヶ月
8 月 倉江浄水場新築（Ｂ）工事 建築 浄水場一式 松島町教良木 18 ヶ月
8 月 倉江浄水場新築（Ｃ）工事 土木 浄水場一式 松島町教良木 18 ヶ月
8 月 倉江配水池建設工事 水道 配水池一式 松島町内野河内 7 ヶ月
8 月 大作山排水路改修工事 土木 排水路工 L=69 ｍ、ブロック積 A=194 ㎡ 龍ヶ岳町大道 3 ヶ月
8 月 池の迫地区排水路付替工事 土木 排水施設付替 L=95m、改良 L=137m 大矢野町中 4 ヶ月
9 月 大矢野川整備工事 土木 水路整備　L=100 ｍ 大矢野町上 3 ヶ月
9 月 林道白嶽線法面補修工事（１号箇所） とび 法面保護工　L=10 ｍ 姫戸町姫浦 3 ヶ月
9 月 林道白嶽線法面補修工事（２号箇所） 土木 落石防護柵　L=14 ｍ 姫戸町姫浦 3 ヶ月
9 月 林道東浦大作山線法面補修工事 とび 法面保護工　L=20 ｍ 龍ヶ岳町大道 3 ヶ月
9 月 荒木浜地区農村公園整備工事 土木 整地工 A=1,905 ㎡、排水路工 L=145m 大矢野町中 2 ヶ月
9 月 蔵々橋補修工事 土木 ＰＣ桁、コンクリート床版補修 大矢野町維和 5 ヶ月
9 月 市営二間戸団地玄関ドア改修工事 建築 建具改修 4 棟 姫戸町二間戸 3 ヶ月
9 月 市営下貫団地設備改修工事 管 水道等配管改修１棟 龍ヶ岳町高戸 3 ヶ月
9 月 市営小屋河内団地屋根防水等改修工事 防水 屋根・外壁改修 2 棟 龍ヶ岳町高戸 3 ヶ月
9 月 上天草市立斎場駐車場舗装工事 ほ装 舗装工　A=2,000 ㎡ 大矢野町登立 3 ヶ月
9 月 野釜地区送配水管新設工事 水道 送・配水管φ 100　L=200 ｍ 大矢野町上 3 ヶ月
9 月 北部農免道路配水管布設替工事 水道 配水管φ 100　L=250 ｍ 大矢野町登立 2 ヶ月
10 月 阿村排水機場改修工事 機械 除塵機改修一式 松島町阿村 6 ヶ月
10 月 上東排水機場改修工事 電気 電気設備・架空ｹｰﾌﾞﾙ改修一式 大矢野町上 6 ヶ月
10 月 消防団積載車格納庫改修工事 建築 格納庫改修 1 棟（約 50 ㎡） 姫戸町姫浦 3 ヶ月
11 月 小瀬戸地区治山工事 とび 法面保護工　L=25 ｍ 大矢野町中 3 ヶ月
11 月 越の浦地区治山工事 とび 法面保護工　L=22 ｍ 大矢野町中 3 ヵ月
11 月 阿村港改修工事 しゅんせつ 航路、泊地浚渫 松島町阿村 4 ヶ月
11 月 永目港埋立関連工事 土木 埋立地整地 姫戸町姫浦 4 ヶ月
12 月 江樋戸港海岸保全工事 土木 護岸整備 大矢野町上 4 ヶ月
２月 交流センター（スパ・タラソ天草）施設改修工事 機械 ろ過器ろ材交換 大矢野町上 １ヶ月

▼問合せ先　☎監理課

開催地 開催日 参加人数 開催地 開催日 参加人数
岩谷公民館（大矢野町登立地区）  ９月 30 日 25 人 東風留公民館（龍ヶ岳町高戸地区）１月 27 日 80 人
阿村出張所（松島町阿村地区） 10 月  ７日 20 人 瀬高公民館（大矢野町中地区） ２月 10 日 40 人
牟田公民館（姫戸町姫浦地区） 10 月 21 日 30 人 湯島公民館（大矢野町湯島地区） ２月 19 日 35 人
赤崎公民館（龍ヶ岳町大道地区） 11 月  ４日 39 人 下桶川集会所（龍ヶ岳町樋島地区）２月 25 日 55 人
串公民館（大矢野町上地区） 11 月 25 日 20 人 山浦公民館（松島町教良木内野河内地区） ３月 10 日 21 人
樋合漁村センター（松島町今津地区）12 月  ２日 23 人 千束公民館（大矢野町維和地区） ３月 24 日 22 人
神代自治公民館（姫戸町二間戸地区） １月 13 日 30 人

　平成 21 年度のタウンミーティングを９月から３月にかけて市内各地区で実施しました。開催地、開催日およ

び参加人数については下記のとおりです。
▼問合せ先　☎総務課

平成 22 年度　上天草市工事発注予定一覧

平成 21 年度 タウンミーティング実績報告
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　２月 25 日から３月 16 日にかけ、上北小学校で児童た
ちによる朝食作りが行われました。これは、同校が食育の
一環として行っているもので、今年で５年目。学年ごとに
テーマを設定し、「自分でできる」を目的に全学年で取り
組んでいます。
　献立表は、栄養素を食材の色の赤・黄・緑で簡単にイメ
ージできるように工夫されており、児童が栄養バランスま
で考えて作ったとのこと。16 日は、１年生７人が挑戦し、
食材のカットやフライパンを使った炒め物も手際良く行
い、盛り付けもバッチリ。先生も驚くほどの鮮やかなお手
並みを見せました。

ストランナーは誰でしょうか。

問題③　「レジ袋削減に向けた取組みに関する協定」

ではレジ袋辞退率何％を目指しているでしょう

か。

問題④　平成 22 年３月 31 日で上天草市は何歳（合併

何年）でしょうか。

問題⑤　自動車や工場などから排出される窒素炭化物

や炭化水素などが、太陽からの強い紫外線を受

けて光化学反応を起こし、光化学オキシダント

に変化して白いモヤがかかったようになる現象

は「光化学○○○○」。○を答えてください。

● 1月号の答え・当選者（敬称略）

　①未来　② 7,523 千枚　

　③ 38 回　④寅　⑤リーマン

○宮本　千鳥（大矢野町中）

○橋本カオリ（松島町教良木）

○岩本ゆみ子（大矢野町登立）

○片岡マスエ（龍ヶ岳町樋島）

○細木　涼佐（姫戸町二間戸）

●問合せ先　総務課　広報広聴係

●応募の方法

　クイズの答えを記入して広報係まで送ってくださ

い。４問以上正解した人の中から抽選で５人に 500 円

分の図書カードを差し上げます。皆さんのご応募をお

待ちしております。

　なお、応募はハガキや封書に住所、氏名、年齢を書

き添えて下記まで送付、または持参してください。も

ちろん広報の各コーナーへのご意見やお便りもお待ち

しております。

※今回の締切りは、6月 15 日（火）消印有効

●申込場所

◇〒 869 ‒ 3692　大矢野町上 1514

　市役所　総務課（大矢野庁舎）　広報広聴係

●問題

問題①　４月 19 日に行われるキララ祭天草サンライ

ズウォークは第何回目の開催となるでしょう

か。（ヒント：広報上天草３月号９ページ）

問題②　第 38 回天草パールラインマラソン大会のゲ

広報クイズ
図書カードをゲットしよう

　2 月 24 日、3 月 5 日に自殺に対する理解を深めるた
め民生委員を対象に研修会を実施しました。
　研修会では、酒井病院の酒井透先生に「最近の自殺の
現状とこれからの対応について」と題して講話していた
だき、自殺に対する理解を深めました。また、熊本学園
大学の下地明友教授は、民生委員の地域での役割の重要
性を強く訴えられました。
　今後、平成 23 年度までに地域住民と直接接する機会
の多い民生委員を対象に研修会を実施することにより、
行政・医療・地域の連携を密にしたネットワークを構築
し気づき・つなぎ・見守っていける地域づくりをめざし
多くの方の心の健康を守っていきます。▲熱心に話をきく民生委員のメンバー

　新宅ハギノさん（松島町今泉）と竹川アサノ
さん（大矢野登立）が 100 歳の誕生日を迎え、
表彰を受けました。
　川端市長から「これからも元気でいてくださ
い。」とお祝いの言葉がかけられ、賞状等が手
渡されました。

新宅　ハギノさん
（松島町今泉）
明治 43 年３月６日

竹川　アサノさん
（大矢野町登立）
明治 43 年３月10日

　市内の小中学校に果樹農家の荒木清昭さんがパール柑
1,000 個をプレゼントしました。
　これは地元特産のパール柑を給食に使用してもらうこ
とで地産地消と食育を推進したいとおもい実施したも
の。荒木さんは「子どもたちに地元のものを食べて喜ん
でもらえたらうれしい」と話しました。
　このパール柑は学校の給食などに出され、パール柑を
食べた中北小学校の児童らは「甘くておいしかった」と
笑顔で話していました。

　３月 12 日、今津小学校で上天草市の観光ガイドのメン
バーが同小の校門や、採石業の歴史についての紙芝居を披
露しました。この紙芝居は観光ガイドの代表の大澤健二さ
んが歴史ある校門について後世に伝えたいと思い知人の協
力を得て作成したもの。
　同小の校門は昭和 10 年に建てられ一枚岩で作られた校
門としては当時日本一の大きさとされており、石職人や青
年団員が人力だけで約１カ月かけて運ばれました。
　なお、この紙芝居は同小に寄付されました。

▲紙芝居を披露する観光ガイドのメンバーと熱心に話
　を聞く児童ら

▲パール柑を受け取った中北小学校の児童らと提供
　者の荒木さん

上北小が恒例の朝食作りを実施
赤・黄・緑で栄養のバランスを！

自殺対策緊急強化事業　民生委員研修会の実施
心の健康を守っていきたい

新宅さん、竹川さんが表彰
100歳表彰おめでとうございます

荒木さんがパール柑 1,000 個をプレゼント
地産地消と食育の推進を

今津小学校校門の歴史を紙芝居で披露
地元の歴史を知って

▲一生懸命調理をする児童
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　３月 22 日、湯島の旧中学校跡地で、ボランティア真
木会（宮﨑常治会長）による植樹祭が行われました。
　はじめに宮﨑会長から「学校跡地をいつまでもきれい
に残していきたい」との挨拶の後、集まった島民ボラン
ティア約 100 人が、一カ月かけて整地した旧グラウン
ドに八重桜などの苗木 100 本を植樹。荒れ地となって
いたこの場所で植樹の５年、10 年後には特産の湯島鯛
と併せて桜鯛祭りを開催していきたい、と人の輪と夢が
広がっていました。会員の松尾ミトセさんは、「皆さん
の協力で植えた苗をしっかり管理して、島の活性化につ
なげていきたい」と話していました。 ▲ボランティアの皆さんによる植樹の様子

　３月 19 日、九州ワコール製造株式会社熊本工場（小
松野英世工場長）の竣工式が行われました。
　同工場は、旧大矢野町の誘致企業として 1977 年に操
業を開始し、建物の老朽化のため、昨年から建て替え工
事を行っていました。
　同社は昨年６月に施行した「上天草市企業立地促進及
び雇用促進条例」の適用第１号として、同条例で定める
優遇措置を一年後に受けることになります。

▲完成した新しい九州ワコール製造熊本工場

　３月 30 日、大矢野町維和地区の十九社宮で蔵々老人
会（吉坂繁行会長）の会員 40 名が参加して桜の木 30
本の植樹が行われました。
　これは、維和９区から 13 区より地域コミュニティー
活性化事業交付金を１万円ずつ同老人会に支給されたの
を受けて、地域のために使いたいと考え実施したもの。
また、桜の植樹に併せて、同神宮の清掃活動も行いまし
た。参加者は「５年から 10 年後が楽しみ」や「子ども
達にためになれば」と話していました。
　なお、この地域コミュニティ活性化事業交付金は地域
の連帯意識の高揚と住民福祉の向上のために各行政区に
交付されたものです。

　４月５日、「春の全国交通安全運動（４月６日～ 15 日）
に先立って、上天草警察署、交通安全協会、交通安全母の
会などが参加しての出発式が、上天草物産館さんぱーる駐
車場で行われました。
　出発式では、川端市長が「高齢者と新入学（園）児を交
通事故から守り、安心・安全なまちづくりを進めます」と
あいさつ。慈愛保育園（大矢野町中）の園児らが、元気に

「交通安全の誓い」と遊戯のアトラクションを行いました。
この後、約 150 人の参加者に見送られ、県警の白バイと
パトカーが街頭指導取締りに出発しました。

▲遊戯のアトラクション（上）街頭指導取締りに出発（下）

【男子の部優勝】　　　　
小学１年　　松田侑士　　小学２年　　榎本航大
小学３年　　脇島勇晴　　小学４年　　田村　響
小学５年　　鬼塚大輝　　小学６年　　佐藤雄介
中学１年　　浦崎亮成　　中学 2,3 年 　山本大悟
【女子の部優勝】

小学 1,2 年　 橋本愛里　　小学 3,4 年 　川原未羽
小学 5,6 年　 金丸　葵　　中学　　　　花車　李

【上天草市空手道連盟所属道場の選手の主な成績】
中学団体男子　優勝　禮武館
　　　　　　　　　（萩平聖人・坂口悠慎・山﨑龍馬）
小学３年男子　２位　丸石絢斗・３位 　斉藤　翼
小学５年男子　３位 　山下崇信

▲白熱した試合の様子

　４月 11 日、大矢野総合体育館で第４回上天草市親善空
手道選手権大会が開催されました。大会には県外からの参
加もあり、市内から３団体が出場。小中学生約 470 人の
選手が闘志あふれる熱戦をくりひろげました。
　各部の主な成績は右記のとおりです。

　３月 17 日、市役所大矢野庁舎で第２回花壇コンクー
ルの表彰式が行われ、優秀賞の瀬高老人クラブ（佐伯達
義代表）など８団体に市長から賞状が手渡されました。
　式では市長が「花壇づくりを通して素晴らしいまちづ
くりの活動をこれからも継続してほしい。」とあいさつ。
優秀賞に輝いた瀬高老人クラブ佐伯代表は「アイディア
を出し合って素晴らしい花壇になった。これからこの活
動を継続していきたい。」と話しました。
　この花壇コンクールは市と住民が一緒になって観光客
へのおもてなしはもちろんのこと、美しい上天草市づく
りの一端を担ってもらおうと実施しているものです。

▲優秀賞の瀬高老人区クラブの花壇
▲植樹を行った蔵々老人会の会員

優勝目指して真剣勝負！
第４回上天草市親善空手道選手権大会

九州ワコール熊本新工場が完成

しだれ桜など 100 本を植樹
湯島に新しい桜の名所

企業立地促進及び雇用促進条例適用第１号

蔵々老人会が桜を植樹
地域のために「桜を植樹」

春の全国交通安全運動出発式
安心・安全なまちづくり

第２回花壇コンクール
美しい上天草づくりを
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　３月 22 日、湯島の旧中学校跡地で、ボランティア真
木会（宮﨑常治会長）による植樹祭が行われました。
　はじめに宮﨑会長から「学校跡地をいつまでもきれい
に残していきたい」との挨拶の後、集まった島民ボラン
ティア約 100 人が、一カ月かけて整地した旧グラウン
ドに八重桜などの苗木 100 本を植樹。荒れ地となって
いたこの場所で植樹の５年、10 年後には特産の湯島鯛
と併せて桜鯛祭りを開催していきたい、と人の輪と夢が
広がっていました。会員の松尾ミトセさんは、「皆さん
の協力で植えた苗をしっかり管理して、島の活性化につ
なげていきたい」と話していました。 ▲ボランティアの皆さんによる植樹の様子

　３月 19 日、九州ワコール製造株式会社熊本工場（小
松野英世工場長）の竣工式が行われました。
　同工場は、旧大矢野町の誘致企業として 1977 年に操
業を開始し、建物の老朽化のため、昨年から建て替え工
事を行っていました。
　同社は昨年６月に施行した「上天草市企業立地促進及
び雇用促進条例」の適用第１号として、同条例で定める
優遇措置を一年後に受けることになります。

▲完成した新しい九州ワコール製造熊本工場

　３月 30 日、大矢野町維和地区の十九社宮で蔵々老人
会（吉坂繁行会長）の会員 40 名が参加して桜の木 30
本の植樹が行われました。
　これは、維和９区から 13 区より地域コミュニティー
活性化事業交付金を１万円ずつ同老人会に支給されたの
を受けて、地域のために使いたいと考え実施したもの。
また、桜の植樹に併せて、同神宮の清掃活動も行いまし
た。参加者は「５年から 10 年後が楽しみ」や「子ども
達にためになれば」と話していました。
　なお、この地域コミュニティ活性化事業交付金は地域
の連帯意識の高揚と住民福祉の向上のために各行政区に
交付されたものです。

　４月５日、「春の全国交通安全運動（４月６日～ 15 日）
に先立って、上天草警察署、交通安全協会、交通安全母の
会などが参加しての出発式が、上天草物産館さんぱーる駐
車場で行われました。
　出発式では、川端市長が「高齢者と新入学（園）児を交
通事故から守り、安心・安全なまちづくりを進めます」と
あいさつ。慈愛保育園（大矢野町中）の園児らが、元気に

「交通安全の誓い」と遊戯のアトラクションを行いました。
この後、約 150 人の参加者に見送られ、県警の白バイと
パトカーが街頭指導取締りに出発しました。

▲遊戯のアトラクション（上）街頭指導取締りに出発（下）

【男子の部優勝】　　　　
小学１年　　松田侑士　　小学２年　　榎本航大
小学３年　　脇島勇晴　　小学４年　　田村　響
小学５年　　鬼塚大輝　　小学６年　　佐藤雄介
中学１年　　浦崎亮成　　中学 2,3 年 　山本大悟
【女子の部優勝】

小学 1,2 年　 橋本愛里　　小学 3,4 年 　川原未羽
小学 5,6 年　 金丸　葵　　中学　　　　花車　李

【上天草市空手道連盟所属道場の選手の主な成績】
中学団体男子　優勝　禮武館
　　　　　　　　　（萩平聖人・坂口悠慎・山﨑龍馬）
小学３年男子　２位　丸石絢斗・３位 　斉藤　翼
小学５年男子　３位 　山下崇信

▲白熱した試合の様子

　４月 11 日、大矢野総合体育館で第４回上天草市親善空
手道選手権大会が開催されました。大会には県外からの参
加もあり、市内から３団体が出場。小中学生約 470 人の
選手が闘志あふれる熱戦をくりひろげました。
　各部の主な成績は右記のとおりです。

　３月 17 日、市役所大矢野庁舎で第２回花壇コンクー
ルの表彰式が行われ、優秀賞の瀬高老人クラブ（佐伯達
義代表）など８団体に市長から賞状が手渡されました。
　式では市長が「花壇づくりを通して素晴らしいまちづ
くりの活動をこれからも継続してほしい。」とあいさつ。
優秀賞に輝いた瀬高老人クラブ佐伯代表は「アイディア
を出し合って素晴らしい花壇になった。これからこの活
動を継続していきたい。」と話しました。
　この花壇コンクールは市と住民が一緒になって観光客
へのおもてなしはもちろんのこと、美しい上天草市づく
りの一端を担ってもらおうと実施しているものです。

▲優秀賞の瀬高老人区クラブの花壇
▲植樹を行った蔵々老人会の会員

優勝目指して真剣勝負！
第４回上天草市親善空手道選手権大会

九州ワコール熊本新工場が完成

しだれ桜など 100 本を植樹
湯島に新しい桜の名所

企業立地促進及び雇用促進条例適用第１号

蔵々老人会が桜を植樹
地域のために「桜を植樹」

春の全国交通安全運動出発式
安心・安全なまちづくり

第２回花壇コンクール
美しい上天草づくりを
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6 月の健康ガイド6月の健康ガイド

場　所 日
実施時間

（手帳受付時間）

大矢野窓口センター
 7 月、14 月
21 月、28 月

9:30 ～ 11:00
（9:30 ～ 9:45）

松島保健センター
随時交付（手帳）

16 水（相談）
9:30 ～ 11:00

（随時）

姫戸統括支所 2水 11:00 ～ 12:00
（11:00 ～ 11:15）

龍ヶ岳統括支所 2水 10:30 ～ 11:30
（10:30 ～ 10:45）

用意するもの　印鑑（手帳）

種　類 ※用意するもの 対象地区 日 対象者（月生） 受付時間

２カ月児学級 バスタオル 全地区 24木 H22.4 13:30～13:45

3～4カ月児健診
（BCG）

バスタオル
BCG問診票

大矢野 1火
H22.2 13:00～13:15

松　島 16水
姫　戸 2水 H22.1～2 13:30～13:45

6～7カ月児健診 ハンカチ
または

ハンドタオル

大矢野 8火
H21.11 13:00～13:15

松　島 16水
6～8カ月児健診 姫　戸 2水 H21.10～11 13:30～13:45

１歳児学級 おしぼり、お茶 全地区 25金 H21.6 13:30～13:45

１歳６カ月児健診 尿
松　島 23水 H20.10～11 13:00～13:15

姫　戸 2水 H20.8～11 13:30～13:45

３歳児健診
聴力視力
検査用紙

大矢野 15火 H19.４～５ 13:00～13:15

もうすぐ
パパママ学級

母子手帳、米１
合、歯ブラシ

全地区 18金 － 9:45～10:00

【場　所】全地区・松島…松島保健センター　大矢野…大矢野老人福祉セ
ンター　姫戸…姫戸老人福祉センター　龍ヶ岳…龍ヶ岳統括支所
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず
持参ください。もうすぐパパママ学級へ参加される場合は、６月 11
日（金）までに健康づくり推進室へ予約してください。

母子健診

母子手帳交付・育児相談

種　類 日 実施時間

こころの健康相談 10 木、24 木 13:30 ～ 15:00
（14:30 まで受付）

デイケア 10 木 10:00 ～ 12:30

【場所】大矢野老人福祉センター

種　類 日 実施時間

精神保健福祉相談 3 木、17 木 14：00 ～

【場所】天草保健所相談室 ☎ 0969（23）0172　※要予約

福　祉

日 病院名〈診療科目〉 （所在地）電話番号

6

吉 田 ク リ ニ ッ ク
〈内〉

（大矢野町中）
☎0964（57）0246

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎ 0969（56）0899

13

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎ 0969（58）3583

20

佐 々 木 整 形 外 科
〈整〉

（大矢野町中）
☎ 0964（56）5550

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

27
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）2111

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）

☎ 0969（58）2148
【診療時間】　9 時～ 17 時
　診療時間外は上天草総合病院、済生会み
すみ病院、天草地域医療センターにお問合
せください。
　5月 31 日現在の予定表になります。都合
により変更になることもあります。

６月の日祝日在宅医

　日本脳炎の予防接種は平成 17 年より積極的勧
奨を差し控えられておりましたが、今回、3 歳の
お子さん（第 1 期初回接種対象）に対して接種が
できるようになりました。
　対象になられる方は、お子さんの体調の良い時
に、市内の委託医療機関に予約をして早めに接種
してください。
●予防接種種類　日本脳炎　第 1 期初回接種
●対象者　3 歳になられる方
●必要物品　母子健康手帳・予診票
●接種スケジュール　初回接種は 6 日から 28 日

まで（１～４週間）の間隔をおいて 2 回接種
●問合せ先　保健課健康づくり推進室
　☎ 0969（56）1111

3 歳のお子さんがいらっしゃる方へ
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す
。
集
団
の
中
で
の
生

活
を
始
め
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
心
配
な
こ

と
の
一
つ
が
病
気
に
関
し
て
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
健
康
で
あ
る
た
め
に
、
ま
た
、

感
染
症
を
広
め
な
い
た
め
に
も
早
い
う
ち

に
、
予
防
接
種
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
年
齢
に
な
っ
た
ら

　
　
　
　

早
め
に
予
防
接
種
を

　

予
防
接
種
に
は
、
予
防
接
種
法
に
よ
っ

て
対
象
と
な
る
病
気
、
対
象
者
お
よ
び
接

種
期
間
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
定
期
の
予
防

接
種
と
、
そ
れ
以
外
の
任
意
の
予
防
接
種

が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
は
、
病
気
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
接
種
に
適
し
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
の
対
象
者
は
、
左
記
の
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
さ
れ
、
対

　

個
別
の
予
防
接
種
は
、
事
前
に
医
療
機

関
に
必
ず
予
約
を
入
れ
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
る
「
予
防
接
種

と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
み
、
接
種

の
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
、
健
康
状
態
の

良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種
を

受
け
に
行
く
際
は
、
予
診
票
と
母
子
健
康

手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
予
診
票

　

予
診
票
は
事
前
に
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
市
役
所
各
窓
口
で

再
発
行
を
行
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
母

子
健
康
手
帳
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

予
診
票
は
、
接
種
す
る
医
師
へ
の
大
切

な
情
報
で
す
。
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て

記
入
し
て
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
子

さ
ん
の
日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
保
護
者
の
方
が
連
れ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
保
護
者
の
方
の
同
伴
が
で
き
ず
、

保
護
者
以
外
の
方
（
祖
父
母
等
）
に
同
伴

を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
予
診
票
の
最
下

段
の
委
任
状
へ
の
記
載
を
忘
れ
ず
お
願
い

し
ま
す
。（
記
載
漏
れ
の
場
合
に
は
、
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
。）

□
母
子
健
康
手
帳

　

母
子
健
康
手
帳
は
以
前
の
接
種
歴
を
確

認
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。
紛
失
さ
れ
た

場
合
は
、
市
役
所
健
康
づ
く
り
推
進
室
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
か
か
り
つ
け
医
が
他
の
市
町
村
に
あ
る

場
合
な
ど
で
、
県
内
の
他
の
医
療
機
関
で

の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
登
録
さ

れ
た
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
公
費
で
接
種

で
き
ま
す
。

※
市
で
は
３
カ
月
～
５
歳
未
満
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
平
成
21
年
10
月
か
ら

ヒ
ブ
（
細
菌
性
髄
膜
炎
）
の
予
防
接
種
に

関
し
て
も
、
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、
不
明
な
点
が

あ
れ
ば
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
☎ 

０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【お知らせ】
　平成 22 年度母子保健カレンダーに誤りがありました
ので、下記のとおり訂正いたします。

《訂正前》 《訂正後》
９月 29 日
（水）

大矢野ポリオ
（登立・維和・湯島地区）

松島ポリオ
（今津地区）

10 月１日
（金）

松島ポリオ
（今津地区）

大矢野ポリオ
（登立・維和・湯島地区）

予防接種 対象者
BCG 生後３月～６月未満

三種混合
（DPT） 生後３月～ 90 月未満

二種混合（DT）11歳～13歳未満（標準的接種年齢小学6年）
ポリオ 生後３月～ 90 月未満
日本脳炎　
第１期

生後３月～ 90 月未満
（標準的接種年齢３歳）

日本脳炎　
第２期

9歳～13歳未満（標準的接種年齢小学校４年）
※現在積極的勧奨の差し控え中

麻しん風しん
（MR）第１期 １歳～２歳未満

麻しん風しん
（MR）第２期

平成 16 年４月２日～平成 17 年４
月１日生まれ（保育園年長相当の年齢）

麻しん風しん
（MR）第３期

平成９年４月２日～平成 10 年４月
１日生まれ（中学１年生：13 歳）

麻しん風しん
（MR）第４期

平成４年４月２日～平成５年４月１
日生まれ（高校３年生：18 歳）

※麻しん風しん（MR）は学年での対象となります

【予防接種対象者一覧】

平
成
22
年
度
予
防
接
種
が

　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

予
防
接
種
の
対
象
者
と
接
種
時
期

象
年
齢
に
な
っ
た
ら
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　

対
象
期
間
内
は
、
全
額
公
費
負
担
で
接

種
で
き
ま
す
が
、
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
に
行
く
前
に

予
防
接
種
を
受
け
に
行
く
時
は
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診 療 案 内　　

市立病院
だより

月 火 水 木 金

内　　科
代謝内科

樋口 櫨川 坂本 樋口 坂本

坂本 南 溝部 櫨川

溝部 和田 溝部

宮川 大村 糸永 南

宮川 大村

インスリン外来 櫨川

循環器科 脇田

外　　　科
大腸肛門科

福田 城野 福田 城野 担当医

整形外科 藤松 仲摩 藤松

産婦人科
姫野

中
姫野

姫野
姫野

（中）中 中

小児科 神薗

眼科 竹下 竹下

泌尿器科 熊大

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

皮膚科 尹

胃　　腸
センター

南 坂本 南 福田 和田

和田 福田 櫨川 宮川 宮川

城野 糸永 城野 溝部 （外科）

歯科・口腔外科 福田

教良木診療所 月 火 水 木 金

午前 大村 溝部 樋口 応援医師 中

●受付は、８時 30 分～ 12 時までです。

●整形外来は予約制です。ただし、新患・急

患の方が優先となります。

●木曜日の仲摩先生の整形外来（予約制）の診

療時間は 14 時～ 17 時です。

●内科は、火・木曜日の 17 ～ 18 時までの夕

方外来があります。

●脳神経外科は、第２・４水曜日の 14 時より

診療を行います（予約制）。

●小児科は、不在のこともありますので、来

院前に必ずご確認ください。

●歯科口腔外科は、火・木曜日 18 時まで診療

を行います。

●産婦人科の木曜日の診療受付は11時までです。

●診療案内は、都合により変更となる場合が

ありますので、ご了承ください。

●外科の金曜日担当は、第１・３を福田医師、

第２・４を城野医師が行います。

●教良木診療所は、月～金曜日の午前中に担

当医師が診療します。また木曜日は、15 時

30 分まで診療します。

●眼科は毎週水曜日は休診となります。

★問合せ先　上天草総合病院
	 ℡	 ０９６９（６２）１１２２（代表）
	 FAX	 ０９６９（６２）１５４６
	 ホームページ
	 http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp
	 Ｅメール　kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp

A：まず、入院が決まった時点で入院する原因となっ

た病名と、手術をする場合は手術名を主治医にお尋

ねください。覚えきれない場合は紙に書いてもらっ

てください。

　次に生命保険会社の担当の方に電話し、保険金が

出るかどうか、日数の条件がある場合は何日以上の

入院が必要かを尋ねてください。生命保険の入院証

明書は特殊診断書となりますので 5,000 円以上かか

ります。出るものと思い込んで書いてもらったもの

の、後で出ないことがわかって診断書料を損してし

まったという方も居られます。

　保険金が出る場合は入院証明書の用紙をその担当

Q：入院して生命保険の入院証明書を書いてもらう場合、いつごろお願いするのが  
　　良いでしょうか？

～新年度式　新入職員紹介式～

　春うららかな四月のある日に私たち

34 期生は上天草看護専門学校に入学し

ました。

　私は熊本市内から来たのですが、寮

生活では全てにおいて初めてのことば

かりで、「協同」していくことの大切さ

を改めて感じました。また、日々の授

業を通して、将来、医療従事者として

働いていくための自覚や責任感が強く

なっていくのを実感しています。

　これから 34 期生 40 名全員で３年後の

国家試験合格へ向けて、共に頑張ってい

こうと思います。（第 34期生　野口由生）

者の方からもらってくださ

い。入院されたらなるべく早

い時点で看護師にお渡しください。退院の時点でお

渡しされる方が多いのですが、生命保険の退院証明

書は記入項目が多く、記載に時間がかかります。し

かも会社ごとに書式が違い、記入困難な書式の会社

もあります。医師も多忙ですので記入が後回しにな

ってお渡しするのが遅くなってしまうケースがあり

ます。入院の時点でお預かりしておけば、時間のあ

るときにある程度記入しておくことが可能になりま

す。退院の日にお渡しできれば、診断書料も入院費

と一緒にお支払いいただけます。

　４月１日、６階講堂にて新年度式が行われ、樋口

定信院長のあいさつの中で、平成 22 年度の病院の

目標が発表されました。

　今年度は以上の４項目を目標に掲げ全職員一丸と

なって取り組んでいこうと宣言されました。

　また今年度は、24 名の新入職員を迎え、紹介式

も引き続きに行われました。看護師５名、理学療法

士１名、作業療法士（きららの里）２名、放射線技

師１名、視能訓練士 1名などたくさんの新入職員が

加わりフレッシュなスタートとなりました。

▲目標を宣言する樋口院長

▲自己紹介する新入職員たち

▲入学式の様子

▲挨拶をする樋口学校長

　演　題「上天草総合病院ときららの里のしくみ」

　　　　　　（ささえるヒト、モノ、キマリ）

　病院の入院患者定数は 195 名。きららの里の入所者定数は
50名。さらに外来患者さんも通所リハビリ利用者の方もいます。

それらの方々に医療と介護を提供するための電気。それに、燃

料、みず、食糧、酸素ガス、防災設備、医療安全対策、院内感

染対策。

　膨大なモノの管理やそれをめぐるキマリはどうなっているの

でしょうか。それらをヒトはどのように使いこなしているので

しょうか。

　食べることが援助の基本、ベッドやいすで楽にすごしていた

だくためのポジショニングやシーティングの技術、バーコード

を使った物品管理に医療機器購入の競争入札制度など、ハード

とソフトそれぞれをご紹介します。

□開催日　５月 29 日 ( 土）
□時　間　10 時～
□会　場　松島総合センター「アロマ」
□講　師　上天草総合病院　副院長　坂本　興美　先生      
□参加費　無　　料
□参加者　一般市民および興味のある方
□問合せ先　上天草総合病院　　　☎ 0969（62）1122 
          　　　上天草市中央公民館　 ☎ 0969（56）0777

全員で国家試験合格を目指して

平成 22年度第１回市民健康講座開催

１　更なる経営健全化に努め、不良債務を解消

する。

２　医師、看護師、その他のスタッフを確保し、

医療水準の向上に努める。

３　積極的に地域活動に参加し、地域社会に貢

献する。（ボランティア、出前健康講座など）

４　「よかった」と評価されるサービスの提供（接

遇を中心に向上を図る。)
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　市内在住の５名の方からご寄贈いただきました。あ
りがとうございました。

　地域読み聞かせサークル「たんぽぽ」は、平成 17 年

に発足し、メンバーは５人と少人数。図書館・地域公民

館でのおはなし会、本を借りたいけど図書館へ行けな

い人の代行など、さまざまな活動を行っています。昨

年から朗読ボランティアを新たに始めました。

　朗読ボランティアは視覚障がい者を対象に、市や社

協関係の広報、本などの朗読を録音したテープを貸し

たり、福祉施設、保育園、ひとり暮しの方などを訪問

して朗読を行っています。特にひとり暮しの方との朗

読のあとの語らいを楽しみにしています。

　現在、視覚障がい者に対してのテープは、松島町の方

しか利用していません。他町の方もぜひご利用くださ

い。また施設訪問では、内容を充実させ楽しんで頂ける

ようにしていますので、どうぞお声を掛けてください。

■問合せ先　大矢野森記念図書館

図
書
館ボランティア紹介

大矢野町

■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】5 月 29 日（土）14 時から（森記念図書館）
　　　　  6 月 12 日（土）10 時から（西の浦公民館）

【中　央】6 月 12 日（土）14 時から（アロマ視聴覚室）
【姫　戸】6 月 12 日（土）10 時から（ 姫 戸 図 書 館 ）
【龍ヶ岳】5 月 15 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）
　　　　  6 月 19 日（土）14 時から（龍ヶ岳図書館）
【対象】幼児～小学校低学年
　みんながウキウキするような、楽しいおはなしを
たくさん用意して待ってます！おはなし会の最後に
は、みんなで楽しく工作の時間。お友だちを誘って
来てね！
■あかちゃんおはなし会（約 20分）

【中央】６月２日（水）10 時 30 分から
　　　 （中央図書館児童書コーナー）

【対象】０歳～未就園児とその保護者
※絵本の読み聞かせや歌遊び、ふれあい遊びなど盛  
　りだくさんの内容です。

健康　仲間　生きがいづくり

成人大学 2010　受講生募集！

　平成 23 年１月３日（月）13 時から上天草市成人式の開
催を予定しています。成人式では例年、新成人者が実行委
員として式の企画・実行を行っており、心に残る式典となっ
ています。
　今年も、「自分たちで成人式を企画したい」という方を募
集します。我こそは、と思う方は、ぜひ一度、ご連絡をお
願いします。もちろん、ご友人を誘っていただいても OK
です。皆さんのご応募、お待ちしています。

■新成人対象者　平成２年４月２日生まれ～平成３年４月
　　　　　　　１日生まれの方

■募集締め切り　８月 20 日（金）
■問い合わせ先　社会教育課成人式係

▲平成 22年実行委員の皆さん

　法務省人権擁護局および全国人権擁護委員連合
会では、学校における「いじめ」の事案や家庭内
における児童虐待の事案が依然として数多く発生
していることから、これらの子どもをめぐる、さ
まざまな人権問題の解決を図るための取り組みを
強化するため、全国一斉「子どもの人権 110 番」
強化週間を実施します。
　相談は無料で、相談内容についての秘密は厳守
されますので、安心してご利用ください。

■期間　６月 28 日（月）～７月４日（日）の７
　　　日間

■時間　平日：８時 30 分～ 19 時
　　　　土日：10 時～ 17 時
■電話番号　☎ 0120（007）0110
■相談担当者　人権擁護委員、法務局職員
■相談内容　いじめ、暴力、虐待、体罰等子ども

　　　　　をめぐる人権問題

　昨年の 11 月から１月８日まで実施した「第３回読書
マラソン」の結果をお知らせします。参加人数 290 人、
読んだ冊数（合計）6575 冊です。
　一人で 100 冊以上も頑張って読んだお友達もいまし
た。今年度も計画をしていますので、楽しみにしてい
てください。
　たくさんのご参加、ありがとうございました。

平成 23 年成人式実行委員募集悩んだときは相談を
　「子どもの人権 110 番」

たんぽぽ

読書マラソン報告
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生涯学習に関する
問 い 合 せ 先

●社会教育課
　☎0969（56）1111
●中央公民館
　☎0969（56）0777
●大矢野自然休養村
　管理センター
　☎0964（56）4393
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【全館共通】

●休館日　5 月 17 日、24 日、31 日

　　　　　6 月 7 日、14 日、21 日、28 日、30 日

※全館ともに、毎月最後の日は「館内整理日」でお

休みです。

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）となり

ます。

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】

◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
◦開館時間　10時～18時（土・日・祝日：10～17時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2111【姫戸支所呼出】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
◦開館時間　10時～17時（土・日・祝日：同）

今月の本
ほ ん

テーマはコレっ！

５月は「名作児童文学を楽しもう！」
６月は「図書館活用術」

報情

ＢｏｏＫｓ
図書館だより

▲終了式▲日帰り研修（人吉青井阿蘇神社）

　大人のための学習の場として、成人大学は毎年多くの方が受講しています。今年度も生
活に役立つ講話や日帰りの研修、軽い運動などを計画しています。知識を深める場として、
また友達づくりの場として、みんなで生きがいをつくりませんか！
　次のとおり受講生を募集しますので、皆さんの参加をお待ちしております。

■開講期間　平成 22 年６月～平成 23 年３月
　　　　　　（10 回を予定）
■開講日　毎月第３木曜日
　　　　　※変更になる場合もあります
■開講式　６月 17 日（木）午前 10 時から
■場所　大矢野自然休養村管理センター
■対象者　おおむね 50 歳以上の市内在住の方
■申込締切　６月４日（金）
■申込・問合せ先　
　大矢野自然休養村管理センター  担当：西原
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上天草市女性議会の議員に応募しませんか
　市では平成 21 年１月に男女共同参画都市宣言を行い、

お互いの人権を尊重しあい、自分らしく生きる喜びを感

じ、安心して心豊かに暮らせる社会を目指しています。

　今年度は女性の視点からとらえた意見や要望を市政に

生かしていくために、女性による議会を開催します。

　みなさんと一緒に上天草市を見つめ直し、日ごろ感じ

ている素朴な疑問や市へのご意見などを女性議員として

発言してみませんか。１～2カ月に１回程度の学習会（部

会毎の学習会、議会傍聴、先進地視察研修）や意見交換

などを行いながら楽しく進めていきますので、たくさん

の方のご応募をお待ちしています。詳しくは市民窓口課

男女共同参画係までお尋ねください。

□女性議会および学習会について
【議会開催日】平成 23 年１月 25 日（火）13 時 30 分～

【議会開催場所】大矢野庁舎議会議場

【学 習 会】１～２カ月に１回程度（平日午後）松島庁舎

において開催予定

□募集要項
【募集人員】12 人※その他、市内で活躍する団体から推

薦を受けた 10 人（定数 22 人）

【応募資格】市内在住の 20 歳以上（応募時）の女性で、

女性議会開催日と学習会に出席できる人

【募集期間】５月 20 日（木）～６月 18 日（金）まで

統計調査員を募集します
　市では、国が実施する統計法に基づく基幹統計調査（国勢調査など）に従事していただける方を募集し

ています。統計調査員の仕事を希望される方は、あらかじめ登録調査員として登録いただき、統計調査実

施の際に市から調査への従事を依頼し、統計調査員として活動していただきます。

■統計調査員の仕事
　統計調査員は、市内の調査区を受け持ち、調査対

象となる世帯や事業所などを訪問して調査票の記入

を依頼し、記入された調査票を回収していただきま

す。基本的な調査の流れは以下のとおりです。

１　市から統計調査への従事依頼
２　市が開催する統計調査説明会への出席
３　担当する調査区の範囲と調査対象となる世帯や
　　事業所の把握
４　調査票の配布と記入依頼
５　記入された調査票の回収・点検
６　調査書類を整理し、市へ提出

■統計調査員の身分と待遇
　統計調査員は、調査実施の都度任命される非常勤

の国家（地方）公務員です。任命期間は概ね２ヶ月

間で、市が指定した期限内の都合の良い時間帯（主

に昼間）に従事していただきます。

※訪問先が昼間不在の場合など、夜間に訪問する場

合もあります。

　また、統計調査員には、調査活動に従事した対価

として、報酬が支払われます。調査の内容や受持ち

の件数に応じて違いますが、概ね２～５万円くらい

の報酬額です。（※必ずしもこの範囲内であるとは限

りません。）

■統計調査員登録の資格
　以下のすべての要件を満たす方を登録します。

１　市内在住または、市内での活動が可能な 20 歳
　　以上の方
２　秘密の保護に信頼がおける方
３　調査期間中、責任をもって調査事務を遂行でき
　　る方
４　選挙、税務及び警察に直接関係のない方

□国勢調査（10 月）
□工業統計調査（12 月）
※統計調査の実施数や規模は年

によって異なりますので、登録

されていても年間を通じて定期

的に必ず依頼できるものではあ

りません。また、各調査におい

ても実施される調査区や専門性

などを考慮したうえで、調査員

として従事していただきますの

で、全ての調査について依頼で

きるものではありません。

■今年予定されている統計調査

■問合せ先
企画政策課　統計・調整係

　生後 91 日以上の犬を飼う場合は、登録（生涯一度）と毎年の狂
犬病予防注射が飼い主に義務付けられています。
　ただし、犬に異常がみられる場合は、医師の判断により注射を取り止
めることがありますので、その際はご了承ください。

【料金】
登録済の場合は（注射料 2,500 円・手数料 500 円） 合計 3,000 円
新規登録の場合は（登録料 3,000 円・注射料 2,500 円・手数料 500 円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　	 　　　合計 6,000 円

期　　日 地区 時　間 場　　　所

5月 19 日
（水） 中

午前   9:20 ～   9:40 宮津神社前
  9:50 ～ 10:10 寺尾消防倉庫前
10:20 ～ 10:40 中北小正門前
10:50 ～ 11:10 野米公民館前
11:20 ～ 11:40 中公民館前

午後   1:20 ～   1:40 貝場消防倉庫前
  1:50 ～   2:10 前平公民館前
  2:20 ～   2:50 柳港広場
  3:00 ～   3:20 新開公民館前

5 月 20 日
（木）

中
午前   9:20 ～   9:35 満越公民館前

  9:45 ～ 10:00 瀬高公民館前
10:10 ～ 10:30 江後公民館前

登立

10:45 ～ 11:00 治郎田公民館前
11:10 ～ 11:30 大潟公民館前

午後   1:20 ～   1:40 四郎丸公民館前
  1:50 ～   2:10 本郷札の木バス停前
  2:20 ～   2:40 農村婦人の家前
  2:50 ～   3:10 新田山下竹輪店前

5 月 21 日
（金）

登立

午前   9:20 ～   9:40 双原香取神社前
  9:50 ～ 10:20 船江旧バンブランド前
10:30 ～ 10:50 岩谷・岩谷商店前
11:00 ～ 11:15 白涛えびす屋前
11:25 ～ 11:40 成合津坂田ハイツ前

湯島 午後   2:30 ～   3:00 湯島出張所前

5 月 24 日
（月）

維和

午前   9:30 ～   9:45 下山公民館前
  9:55 ～ 10:10 ３区学習センター前
10:20 ～ 10:30 千束会館前
10:40 ～ 10:50 維和出張所前
11:00 ～ 11:20 梅の木神社前
11:30 ～ 11:50 蔵々公民館前

上
午後   1:30 ～   2:10 大手原バス停前

  2:25 ～   2:40 野釜前バス停前
  2:55 ～   3:10 鳩の釜消防倉庫前

5 月 25 日
（火） 上

午前   9:20 ～   9:40 江樋戸公民館前
  9:50 ～ 10:20 上公民館前
10:30 ～ 10:45 馬場公民館前
10:55 ～ 11:10 田端公民館前
11:20 ～ 11:40 賤の女公民館前
13:20 ～ 13:40 串公民館前
14:00 ～ 14:30 市役所駐車場東門前

【予防注射日程】

　上天草市では、市民による新エネルギーの利

用を促進し、地球規模での環境問題である地球

温暖化防止に貢献するため、住宅用太陽光発電

システムを設置する方に対し、設置費用の一部

を補助します。

　希望される方は、補助金の交付申請について以

下のとおり募集しますので、お申込みください。

【募集（受付）期間】
　　5月 24 日（月）～ 6月 18 日（金）（必着）

【補助予定件数】　

　　20 件程度※申込者多数の場合は抽選（先

着順ではありません。）

【補助金額】
　　太陽電池モジュールの公称最大出力 1 キロ

ワット当たり 5 万円とし、上限を 20 万円と

します。（補助金額に 1,000 円未満の端数が

生じた場合は、これを切り捨てた額となりま

す。）

【補助対象者】
　　本市に居住（予定も含む。）し、自ら居住

する専用住宅または併用住宅（これらのうち

賃貸用のものを除く。）に住宅用太陽光発電

システム（新品）を設置する方で、次の要件

を満たす個人とします。

□申請時から完了時までに上天草市に住民登録
を行っていることが確認できる方

□申請をした日の属する年度の 3月 10 日まで
に、対象システムの設置が可能な方

□住宅用太陽光発電システムを対象住宅に未設
置の方および設置工事を行っていない方（未
着手の方に限ります。）

□電力会社と電力受給に関する契約を締結でき
る方

□市税等の滞納がない方
【申込方法】
　　「住宅用太陽光発電システム設置費補助金

交付申請受付申込書」に必要事項をご記入

のうえ、環境衛生課までお持ちいただくか、

郵送又はＦＡＸしてください。

　申込書の様式については、環境衛生課（もし

くは松島庁舎市民窓口課、姫戸・龍ヶ岳統括

支所）で受け取るか、市ホームページからダ

ウンロードしてください。

※注意事項
１　補助金の交付申請を希望される方は、必ず

募集（受付）期間内にお申込みください。た

だし、予算の都合により申込者多数の場合は

抽選となります。設置費補助が必ず受けられ

るとは限りませんので、予めご了承ください。

２　国および県が実施する補助制度との併用は

可能です。（ただし、国、県および市補助金

の合計額が設置に係る費用の総額を超えな

いこと。）

３　内容等詳細については、「上天草市住宅用

太陽光発電システム設置補助金交付要綱」を

ご確認ください。

住宅用太陽光発電システム
　　　　設置費補助金について

※今年度より、秋季の狂犬病予防注射は実施しませんので、必ず今   
　回、予防注射を受けられてください。

【応募方法】所定の応募用紙に必要事項を記入し、松島

庁舎市民窓口課、大矢野窓口センター、姫戸・龍ヶ岳

統括支所へお申し込みください。（応募用紙は、各庁

舎窓口に備え付けています。また、市ホームページか

らもダウンロードできます。）

【結  　果】応募者全員に郵送で結果通知

【議員任期】委嘱状交付日から議会終了日まで

【その他】費用弁償として１回当たり 1,000 円支給

大矢野地区の狂犬病予防注射と
　　　　　　　　　新規登録を実施します
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～住宅手当緊急特別措置事業のご案内～
　住宅手当緊急特別措置事業とは離職者であって就労能力および就労意欲のある者のう
ち、住宅を失っている者または失うおそれのある者を対象として、原則６カ月間（最長９
カ月間）、賃貸住宅等の家賃として住宅手当を支給するとともに、再就職に向けた支援を
行っています。

　支給申請時に以下の①から⑦の要件に該当する方が対
象となります。

①平成 19 年 10 月１日以降に離職したこと。　
②離職前に、自らの労働により賃金を得て主として世帯

の生計を維持していたこと。
　※離職前は主たる生計維持者ではなかったが、その後

離婚等により、申請時に主たる生計維持者となってい
る方も対象となります。

③就労能力および常用就職の意欲があり、公共職業安定
所へ求職申し込みを行うことまたは現に行っているこ
と。

④住宅を喪失していることまたは喪失するおそれのあ
ること

⑤申請を行った月における申請者および申請者と生計
を一とする同居の親族の収入の合計額が以下の金額で
あること。　※離職等により申請日の属する月の翌月
から以下の金額に該当することが明らかな方も対象と
なります。

⑥申請者および申請者と生計を一とする同居の親族の
預貯金の合計が次の金額以下であること。

　　単身世帯：50 万円　複数世帯： 100 万円
⑦国の住宅喪失離職者等に対する雇用施策による貸付

または給付（就職安定資金融資、訓練・生活支援給付
等）、自治体が実施する類似の貸付または給付等を申
請を行う方および申請を行う方と生計を一とする同居
の親族が受けていないこと。

区分 金額（月収入）（※）

単身世帯
8.4 万円に住宅の一月当たりの家賃額

（ただし住宅手当基準額が上限）を加
算した額未満

２人世帯 17.2 万円以下

３人以上世帯
17.2 万円に住宅の一月当たりの家賃
額（ただし住宅手当基準額が上限）
を加算した額未満

　　　　　　　　　　　　　※税引き前の総支給額　

【単身世帯】
○月収 8.4 万円以下の方は住宅手当支給額は家賃額とな

ります。
○月収 8.4 万円を超え、約 11 万円未満の方は以下の数

式により算定された額となります。
　住宅手当支給額 ＝ 家賃額※ －（月収 － 8.4 万円）

【2 人世帯】
○月収 17.2 万円以下の方は住宅手当支給額は家賃額と

なります。

【3 人以上世帯】
○月収 17.2 万円以下の方は住宅手当支給額は家賃額と

なります。
○月収 17.2 万円を超え、約 20 万円未満の方は以下の数

式により算定された額となります。
　住宅手当支給額 ＝ 家賃額※ －（月収 － 17.2 万円）
※ 家賃額は住宅手当基準額（単身世帯 26,200 円：複数

世帯 34,100 円）を上限

　住宅手当の支給期間は原則 6 カ月間ですが、一定の
条件の下※支給期間を 3 カ月延長し、最大 9 カ月間受
給することができます。
※下記の①、②両方の条件を満たす方
①実施要領に定める就職活動要件を誠実に実施している

方
②延長申請時に実施要領で定める支給要件に該当してい

る方

平成 22 年４月から
「子ども手当」が始まりました

　平成 22 年 3 月 31 日現在で児童手当を受給してい
た方で、現在、中学 1 年生以下の子どものみを養育
している方。
※市から「子ども手当認定通知書」を発送しています。
手続きは不要です。

　「子ども手当」は、次代の社会を担う子どもの健
やかな育ちを社会全体で応援する制度です。
　子どもを養育されている方は、中学校を卒業する
までの子ども１人につき、月額 1.3 万円（平成 22
年度）を受給できます。

手 続 き が 不 要 な 方手 続 き が 必 要 な 方
①平成 22 年 3 月 31 日現在で児童手当を受給して

いた方で、現在、中学 1 年生以下の子どもと中
学 2 年生または中学 3 年生の子どもを養育して
いる方

　※市から「子ども手当額改定認定請求書」を発送
しています。9 月 30 日までに各窓口で手続きを
していただくと４月分から受給できます。

②平成 22 年 3 月 31 日現在で児童手当を受給して
いない方で、現在、中学 2 年生または中学 3 年
生を養育している方

　※市から「子ども手当認定請求書」を発送してい
ます。9 月 30 日までに各窓口で手続きをしてい
ただくと４月分から受給できます。

③転入された方で、子ども手当認定請求の手続きが
まだ済んでいない方

　※通常は転入手続きの際に「子ども手当認定請求」
の手続きをしますが、まだ、手続きがお済みで
ない方は、速やかに各窓口で手続きをしてくだ
さい。

④子どもが生まれた方などで、養育する子どもが増
えた方

　※通常は、出生届の際に「子ども手当認定請求」
または「子ども手当額改定認定請求」の手続き
をしますが、他市町村などに出生届を提出され
た方など、まだ、手続きがお済みでない方は速
やかに各窓口で手続きをしてください。

⑤所得が超過していたため児童手当が受給出来な
かった方

⑥公務員の方は、勤務先からお支払いすることとな
りますので、勤務先へお尋ねください

　その他、ご不明な点がありましたら、お気軽に福祉課子育て支援室へおたずねください。

子 ど も 手 当 の 支 払 い に つ い て

　子ども手当の支払いは、年 3 回（6 月、10 月、
2 月）で、前月分までの手当をお支払いします。
※原則として口座への振込となります。
※ 6 月には、2 月および 3 月の児童手当分と
４月および 5 月の子ども手当分を子ども手当
として支払います。

子ども手当とは…

○問合せ先　☎ 福祉課　子育て支援室

　離職によって住居を失っている
　　　またはそのおそれのある方へ

○住宅手当の支給対象者 ○住宅手当支給額

○住宅手当支給期間

○問合せ先　　☎ 福祉課

●手続きの際、必要な書類等

【子ども手当認定請求】
 ・子ども手当認定請求書
 ・認印
 ・請求者本人の預金通帳の写し
 ・請求者本人の医療保険被保険者証または年金
　 証書の写し

【子ども手当額改定認定請求】
 ・子ども手当額改定認定請求書
 ・認印
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お知らせ

　

家
庭
児
童
相
談
員
は
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
生
ま
れ
育
ち
、
持
て
る
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
相
談
・

援
助
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
○

養
護
○
障
が
い
○
ひ
き
こ
も
り
○

学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
（
非

行
や
不
登
校
）
○
育
児
や
し
つ
け

な
ど
の
悩
み
に
、
専
門
の
相
談
員

が
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
の
根
本
的
な
解
決

☎
福
祉
事
務
所
（
福
祉
課
）

家
庭
児
童
相
談

☎
福
祉
事
務
所
（
福
祉
課
）

婦
人
相
談

　

婦
人
相
談
員
・
母
子
自
立
支

援
相
談
員
は
、
あ
な
た
自
身
の

悩
み
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
解

決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。
悩
み
を
誰
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と

き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

に
関
す
る
相
談
】

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
夫
婦
げ
ん

か
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
犯
罪
行
為
で
す
。
例
え

ば
○
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
身
体

的
暴
力
○
脅
す
、
の
の
し
る
、

無
視
す
る
な
ど
の
精
神
的
暴
力

○
強
要
、
暴
力
的
、
避
妊
へ
の

非
協
力
的
な
ど
の
性
的
暴
力
○

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経

済
的
暴
力

【
母
子
家
庭
な
ど
に
関
す
る
相
談
】

　

母
子
・
寡
婦
等
の
家
庭
に
対

し
て
、
自
立
に
必
要
な
情
報
を
提

供
し
、
ま
た
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
母
子
家
庭
の
自
立
、
母
子
寡
婦

福
祉
資
金
の
貸
付
、
住
宅
な
ど
に

関
す
る
こ
と
○
経
済
上
の
悩
み
、

就
労
支
援
な
ど
○
そ
の
他
、
女
性

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

▽
相
談
先　

婦
人
相
談
員
・
母
子

自
立
支
援
員　

松
田
真
須
美

児
童
相
談
所
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

熊
本
中
央
児
童
相
談
所
は
、
児

童
福
祉
の
専
門
機
関
と
し
て
、
児

童
と
保
護
者
に
対
し
て
相
談
と
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
養
育
困
難
に
関
す
る
相
談

▼
身
体
面
・
知
的
面
で
の
発
達
に

関
す
る
相
談
（
療
育
手
帳
判

定
の
た
め
の
相
談
等
は
除
く
）

▼
虐
待
や
し
つ
け
に
関
す
る
相
談

▼
家
出
や
非
行
な
ど
の
問
題
行
動

に
関
す
る
相
談

▼
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
関
す

る
相
談

　

な
ど
の
相
談
に
つ
い
て
、
関
係

各
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
２
カ
月
に

１
度
、
天
草
地
域
振
興
局
で
「
巡

回
相
談
」も
行
っ
て
お
り
ま
す（
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
）。

　

児
童
に
関
す
る
心
配
や
問
題
が

あ
る
時
は
、
市
役
所
福
祉
課
の
相

談
員
ま
た
は
児
童
相
談
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
熊
本
中
央
児
童
相
談
所　

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
４
４
１
１

を
目
指
し
、
保
護
者
と
一
緒
に
問

題
を
共
有
し
、
保
護
者
の
支
援
に

も
努
め
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

▼
相
談
先　

家
庭
児
童
相
談
員　

濵
﨑
千
賀
子

●
専
門
相
談
員
と
専
任
の
職
員
が

対
応
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
会

▼
日
時　

５
月
27
日
（
木
）
10
時

～
15
時
（
受
付
は
14
時
半
ま

で
）

▼
場
所　

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
会
議
室
１

▼
相
談
員　

弁
護
士
な
ら
び
に
法

務
局
お
よ
び
裁
判
所
職
員

▼
相
談
内
容　

①
弁
護
士
に
よ
る

一
般
法
律
相
談
等
②
法
務
局

職
員
に
よ
る
登
記
、
人
権
問

題
相
談
③
裁
判
所
職
員
に
よ

る
各
種
申
立
手
続
案
内
等

▼
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
裁
判
所

総
務
課
☎
０
９
６
（
３
２
５
）

２
１
２
１

無
料
・
日
曜
「
遺
言
・
相

続
」
な
ど
の
公
証
相
談
会

▼
日
時　

５
月
30
日
（
日
）、
６

月
13
日
（
日
）　

９
時
～
17
時

※
事
前
に
時
間
の
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

天
草
公
証
役
場

▼
相
談
担
当　

天
草
公
証
役
場　

公
証
人　

樋
口　

健
児

　

水
俣
病
発
生
当
時
、
メ
チ
ル
水

銀
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
魚
を
た
く

さ
ん
食
べ
た
た
め
に
、
手
足
の
先

に
感
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
々

へ
、
一
時
金
や
療
養
手
当
、
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
支
給
す
る
、

救
済
措
置
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
保
健
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の

み
の
支
給
を
希
望
す
る
方
は
、
切

替
手
続
き
い
た
だ
く
と
、
審
査
を

受
け
ず
に
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
合
せ
先
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
環
境
生

活
部　

水
俣
病
保
健
課　

☎

０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
１

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま

す
。

　

上
天
草
市
で
は
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権

擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

【
大
矢
野
町
】　

▼
山
下
勝
市
▼
松
岡
勝
文

▼
愛
甲
郁
子
▼
池
田
多
美
子

【
松
島
町
】　

▼
瀬
川
重
子
▼
荒
木
正
昭

【
姫
戸
町
】　

▼
長
尾
邦
夫
▼
山
田
み
こ
う

☎
市
民
窓
口
課

人
権
擁
護
委
員
制
度

　
　
　

   

を
ご
存
知
で
す
か

☎
市
民
窓
口
課

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

       

特
設
人
権
相
談
所
開
設

▼
日
時　

６
月
１
日
（
火
）
10
時

～
15
時

▼
場
所　

松
島
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
者　

上
天
草
市
人
権
擁
護

委
員

▼
相
談
内
容　

人
権
問
題
、
家
庭

問
題
、
金
銭
問
題
、
相
続
問
題
、

相
隣
関
係
、
そ
の
他

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く

守
ら
れ
ま
す
。

　

５
月
20
日
（
木
）、
21
日
（
金
）

の
２
日
間
、「
熊
本
県
内
一
斉
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
相
談
の
日
」
が
開

催
さ
れ
、
上
天
草
市
に
お
い
て
も

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
で

も
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
、
悪
質
で
巧
妙
な
手

口
に
よ
る
被
害
が
後
を
絶
た
ず
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

▼
時
間　

９
時
～
17
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室
（
20
日
）、
松
島
庁

舎
１
階
市
民
相
談
室
（
21
日
）

▼
相
談
内
容　
「
遺
言
・
相
続
」

の
ほ
か
、
高
齢
者
の
財
産
管

理
、
尊
厳
死
宣
言
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
給
付
等
契
約
、
そ
の
他

公
正
証
書
作
成
な
ど
に
関
す

る
相
談

▼
問
合
せ
先　

天
草
公
証
役
場

　

☎
０
９
６
９
（
22
）
３
６
６
６

【
龍
ヶ
岳
町
】　

▼
江
郷
國
紘
▼
貞
清
直
史

　

熊
本
県
で
は
、「
平
成
22
年
度

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

▼
試
験
日
時　

10
月
24
日
（
日
）

10
時
開
始

▼
試
験
会
場　

①
熊
本
学
園
大
学

②
熊
本
大
学

▼
受
験
資
格　

原
則
と
し
て
、
保

健
、
医
療
、
福
祉
の
分
野
で

通
算
５
年
（
一
部
10
年
）
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

▼
試
験
案
内
の
配
付
期
間　

６
月

14
日
（
月
）
～
７
月
16
日
（
金
）

▼
試
験
案
内
の
配
付
場
所　

各
市

町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

▼
受
験
申
込
の
受
付
期
間　

７
月

５
日
（
月
）
～
16
日
（
金
）

▼
受
験
手
数
料　

８
，
８
０
０
円

▼
問
合
せ
先　

社
会
福
祉
法
人

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
６
（
３
２
２
）
８
０
７
７

お

知

ら

せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・地籍調査課・企業
誘致課・環境衛生課・会
計課・議会事務局・農業
委員会・監査委員事務局
松島庁舎
〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・保健課（保健
センター・健康づくり推
進室）・高齢者ふれあい課・
福祉課・教育委員会（学
務課・社会教育課）
姫戸統括支所・水道局
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111
龍ヶ岳統括支所・情報推進室
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111

相
談
・
申
請

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

６
月
３
日
（
木
）

▽
松
島　

13
時
～
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
開
設
日　

６
月
13
日
（
木
）・

27
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

13
時
～
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
総
務
課
行
政
係

行
政
相
談

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

6
月
18
日
（
金
）

　

10
時
～
15
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

☎
保
健
課

年
金
相
談

☎
商
工
観
光
課

消
費
生
活
相
談

　

毎
週
２
回
、
借
金
、
悪
質
商
法
、

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩

み
の
方
や
、
お
困
り
の
方
の
た
め

に
消
費
生
活
相
談
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
相
談
は
専
門
相
談
員
と
本

市
専
任
の
職
員
が
親
身
に
対
応
し

ま
す
。
昨
年
も
多
く
の
市
民
の
相

談
を
受
け
て
お
り
、
解
決
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
て

い
ま
す
。

▼
開
催
日　

毎
週
火
曜
、
木
曜　

階
会
議
室

10
時
～
16
時
ま
で

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

※
時
間
、
場
所
に
つ
い
て
変
更
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

合
せ
先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
俣
病
被
害
者
救
済
措
置

申
請
受
付
開
始

☎
商
工
観
光
課

熊
本
県
内
一
斉

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
相
談

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
募
集
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ねんきんで笑顔
ねんきん定期便

　平成 21年度に引き続いて、22年
度にも、国民年金および厚生年金に
加入している方に、「ねんきん定期
便」が日本年金機構から誕生月に送
付されます。
　これは、毎年度、加入者の一人ひ
とりに対し、保険料納付実績や年金
額の見込みなど、年金に関する個人
情報を分かりやすくお知らせし、保
険料負担と年金給付の関係を実感し
ていただくことを目的とするもので
す。
●定期便の通知内容　
　この「ねんきん定期便」の通知内
容は、①年金加入期間（加入月数、
納付済月数等）、② 50 歳未満の方に
は加入実績に応じた年金見込額、50
歳以上の方には「ねんきん定期便」
作成時点の加入制度に引き続き加入
した場合の将来の年金見込額（年金
受給中の方には年金見込額は通知さ
れません）、③保険料の納付額（加
入者負担分累計）、④年金加入履歴

（加入制度、事業所名、加入者資格
取得・喪失年月日等）、⑤厚生年金
のすべての期間の月毎の標準報酬月
額、賞与額、保険料納付額、⑥国民
年金のすべての期間の月毎の保険料
納付状況（納付、未納、免除等の別）、
となっています。
　ただし、上記の内容の定期便が送
付される人は、平成 22 年度にはじ
めて定期便が送付される人と、22
年度に節目年齢（35 歳、45 歳、58
歳）になる人に限られています。そ
れ以外の人の場合、右の①～③につ
いては前年度のものが更新して通知
され、⑤、⑥については直近一年分
が通知されます。
●分からないことや疑問点がある場
　合下記までご連絡ください。
□ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎ 0570（058）555

【受付時間】
　月～金曜日：9 時～ 20 時
　第 2 土曜日：9 時～ 17 時
※一般の固定電話の場合、接続先に
　かかわらず、市内通話料金のみで
　利用できます。
※ＩＰ電話またはＰＨＳからのダイ
　ヤル先は☎ 03（6700）1144。
□本渡年金事務所（旧社会保険事務所）
　☎ 0964（24）2112

▽
農
業
委
員
の
交
替

　
　

４
月
か
ら
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地

区
の
担
当
委
員
が
山
﨑
辰
雄

さ
ん
に
交
替
さ
れ
ま
し
た
。

▽
各
種
申
請
書
の
申
請
期
日
の
変

更

　
　

３
月
の
定
例
農
業
委
員
会
に

お
い
て
、
農
業
委
員
会
に
申

請
す
る
各
種
申
請
書
の
提
出

期
限
が
毎
月
10
日
（
以
前
は

15
日
）
ま
で
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

☎
建
設
課

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
道
路
の
側
溝
に
設
置
し

て
あ
る
金
属
製
の
蓋
が
盗
ま
れ
る

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

蓋
が
外
れ
て
い
る
場
合
、
大
変

危
険
で
す
の
で
注
意
し
て
通
行
く

だ
さ
い
。

（単位：円）
作業種目 作業内容 基準額 備　　考

あらぐれ 畦ぬりが出来るまで
整備済田 6,000

10a 当たり
その他 7,000

しろかき 田植えが出来るまで
整備済田 6,500

10a 当たり
その他 8,500

あらぐれ・しろかき 同時仕上げ 11,000 10a 当たり
水田あとの平耕 全面耕起 6,500 10a 当たり
水田あとの畝立 耕起と 1m50 ㎝程度の畝立 8,500 10a 当たり

その他 畑の全面耕起 6,000 10a 当たり
田植機 6,000 10a 当たり

コンバイン
普通田 15,000

10a 当たり
倒伏田 18,000

脱　穀 脱　穀
稲 350

コンバイン１袋
麦 650

稲刈り機 バインダー（ひも代別） 6,000 10a 当たり

賃　金 一般農作業
男 6,000

１日
女 5,200

籾乾燥 乾燥後のコンバイン袋 450 コンバイン１袋
もみすり 400 玄米 30 ㎏

☎農業委員会
平成 22 年度農業賃金基準が決まりました

　農業委員会では、平成 22 年度の農作業の賃金基準額を下記のと
おり定めました。この基準を参考として、地域や現場の実情に応じ
て対応してください。なお、日当については、１日８時間労働を基
準とします。

☎
農
業
委
員
会

平
成
22
年
度
の
標
準
小
作
料

が
決
ま
り
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年

度
の
標
準
小
作
料
を
下
記
の
と
お

り
定
め
ま
し
た
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
が
行
わ
れ
る

際
、
貸
し
手
と
借
り
手
が
話
し
合

い
小
作
料
を
定
め
ま
す
。

　

標
準
小
作
料
は
決
し
て
強
制
さ

れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
均
衡
の
と
れ
た
小

作
料
の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎
農
業
委
員
会

農
業
委
員
の
交
替
と
各
種

申
請
書
の
申
請
期
日
の
変
更

【
小
作
料
の
標
準
額
】
＊
10
ア
ー

ル
当
た
り

▼
田
の
部　

上
田
１
１
，
０
０
０

円　

中
田
８
，
０
０
０
円

▼
畑
の
部　

牧
草
５
，
０
０
０
円

☎
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

結
核
・
肺
が
ん
検
診
を

　
　
　
　

 　

  

実
施
し
ま
す

　

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
結

核
・
肺
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者

▼
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
）　

65
歳
以
上
の
方
（
年

１
回
）

▼
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
）　

30
～
64
歳
の
方

（
申
込
者
）

▼
い
ず
れ
も
、上
天
草
市
の
住
民
。

ま
た
、
病
院
・
施
設
等
で
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
た
方

は
除
き
ま
す
。

▽
検
診
期
間
（
土
日
を
除
く
）

▼
龍
ヶ
岳
町　

６
月
15
日
（
火
）

～
16
日
（
水
）

▼
姫
戸
町　

６
月
16
日
（
水
）
～

17
日
（
木
）

▼
松
島
町　

６
月
17
日
（
木
）
～

肝
炎
治
療
は
早
期
発
見
が

大
切
、
ぜ
ひ
無
料
検
査
を

　

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
は
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起

こ
る
肝
臓
の
病
気
で
す
。
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
検
査

を
し
な
い
と
、
自
分
が
肝
炎
で
あ

る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、
各
保
健
所
お
よ
び
県

内
約
６
４
０
の
医
療
機
関
で
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
で
ま
だ
一

度
も
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
は
、
早
め
に
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
検
査
は
採
血
だ
け
で
す
の

で
、
短
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
で
は
、
肝
炎
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
費
お
よ
び

核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
天
草
保
健

所
保
健
予
防
課

　

☎
０
９
６
９
（
23
）
０
１
７
２

　

ま
た
、
不
審
な
車
な
ど
を
見
か

け
た
場
合
は
、
最
寄
の
警
察
署
や

市
役
所
な
ど
に
通
報
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ

求
人
受
理
説
明
会
の
ご
案
内

　

学
卒
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
特

に
天
草
地
域
に
お
い
て
は
、
地
元

で
の
就
職
を
希
望
す
る
も
、
求
人

が
少
な
い
こ
と
か
ら
地
元
以
外
に

就
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
徒
が
多

数
存
在
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く

の
生
徒
が
地
元
天
草
へ
就
職
で
き

る
よ
う
、
来
春
の
新
卒
者
の
採
用

に
つ
い
て
ご
検
討
願
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
６
月
20

日
か
ら
23
年
３
月
新
規
高
卒
求
人

の
受
理
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
規
学
卒
者
対
象
求
人
の
申

込
み
に
当
た
っ
て
留
意
事
項
等
に

つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
、
求
人
受
理
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
10
日
（
木
）
14
時

～
16
時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

▼
場
所　

天
草
労
働
総
合
庁
舎

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
天
草
）
２
階

会
議
室

▼
問
合
せ
先　

天
草
職
業
安
定
所

☎
０
９
６
９
（
22
）
８
６
０
９

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

地
域
密
着
型
事
業
所

　
　

開
設
希
望
事
業
者
募
集

　

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
た
め
開
設
希
望
事
業

者
を
公
募
し
ま
す
。

▼
公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
２
ヵ
所
）

②
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
１
ヵ
所
）

▼
公
募
す
る
生
活
圏
域
お
よ
び
事

業
所
数

①
松
島
地
区
（
１
カ
所
）
／
姫
戸
・

龍
ヶ
岳
地
区
の
い
ず
れ
か
（
１

カ
所
）

②
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
地
区
の
い
ず
れ

か
（
１
カ
所
）

▼
公
募
期
間　

５
月
17
日
（
月
）

～
６
月
30
日
（
水
）

※
応
募
、
そ
の
他
の
詳
細
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
問
合
せ
先
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

熊
本
県
調
理
師
試
験

　

平
成
22
年
度
熊
本
県
調
理
師

試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
期
日　

８
月
31
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
試
験
場
所　

公
立
大
学
法
人

熊
本
県
立
大
学

▼
受
験
資
格　

高
等
学
校
の
入

学
資
格
を
有
す
る
者
で
、
飲

食
店
や
寄
宿
舎
、
学
校
、
病

院
等
で
２
年
以
上
の
調
理
実

務
経
験
の
あ
る
人
。

▼
願
書
配
付　

各
保
健
所
お
よ

び
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進

課
な
ど

▼
願
書
受
付　

６
月
14
日
（
月
）

～
６
月
18
日
（
金
）

▼
願
書
提
出
先　

県
内
の
各
保

健
所
に
持
参
。
郵
送
の
場
合

は
、
必
ず
書
留
郵
便
と
し
、

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
健
康
づ

く
り
推
進
課　

☎
０
９
６

（
３
３
３
）
２
２
５
２

18
日
（
金
）、
28
日
（
月
）
～

29
日
（
火
）

▼
大
矢
野
町　

６
月
30
日
（
水
）

～
７
月
７
日
（
水
）

▼
湯
島
地
区　

７
月
20
日
（
火
）

▽
検
診
料
金　

６
０
０
円

※
18
～
29
歳
の
方
で
検
診
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
全
額
自
己

負
担
（
１
，
５
５
０
円
）
と

な
り
ま
す
。

▽
そ
の
他

▼
詳
し
い
日
程
・
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
検
診
の
約
２
週
間
前

に
お
配
り
す
る
問
診
票
に
同

封
の
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
回
覧

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

も
、
当
日
会
場
に
て
受
診
で

き
ま
す
。

お知らせ

そ
の
他
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市のデータ

平成22年
4月30日現在

人 　 口	 32,154人
男 　 性	 15,092人
女 　 性	 17,062人
世 帯 数	 12,345戸
市の面積	 126.14㎢

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動　

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

き
ら
ら
の
里
・
南
風
苑
）
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
中
田
理
髪
店
、
タ
カ
シ
ス
タ
ジ

オ
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
菓
子
工
房
ア
ロ

ー
ム
、
本
郷
地
区
絵
手
紙
も
み
じ

会
、
天
理
教
大
矢
野
支
部
、
ひ
ま

わ
り
の
会
、
園
田
ひ
び
き
、
小
林

な
ず
な
、
関
あ
い
り
、
上
田
真
綾
、

上
田
凌
也
、
花
柳
姿
緒
太
、
渡
邊

英
、
満
行
寺
婦
人
部
、
吉
川
キ
ヨ

カ
、
木
村
政
恵
、
前
川
タ
マ
ノ
、

嘉
悦
昭
子
、
森
川
朝
子
、
西
本
書

道
教
室
、
さ
く
ら
会
婦
人
会
、
濱

今日からさっそく

～ 介 護 予 防 事 業 ～
　市では平成 20 年６月に高齢者
の方に対するアンケートを実施し
ました。そのアンケートで「介護
予防」についての考えをたずねた
調査結果を見ると、「常日頃から
運動を心がけ、介護予防に取り組
んでいる」や「今の身体状況や生
活状況を維持・改善するために、
これから頑張っていきたい」を選
択した人が多くおられました。市
では、介護予防に前向きな高齢者
がたくさんおられることがわかり
ました。しかし、一方で、「元気
なので、介護予防の必要性は特に
ないと思う」と回答した人も少な
くありませんでした。元気なうち
から介護予防に取り組む必要があ
りますので、まだまだ今後も啓発
が大事です。
　市においても、平成 18 年度か
らの制度変更で、要介護状態とな
る前からの介護予防を推進してい
ます。介護予防事業がその中心で、
先月お伝えした特定高齢者（特に
介護予防が必要と判断された高齢
者のこと）施策はその一つです。
その他にも一般高齢者の方向けに
介護予防講演会やいきいき高齢者
教室などを開催しています。講演
会は介護予防に取り組むうえで重
要な 4 つの項目（転倒予防、認
知症・うつ、口腔ケア、食）につ
いてそれぞれ年に１回ずつ開催し
ています。いきいき高齢者教室は、
高齢者が自主的に介護予防に取り
組むことができるようになるため
の教室です。
　住み慣れた地域で自立した生活
を送るためにも、ぜひ市の介護予
防事業に参加して頂きたいです。
事業についてのご質問等があれ
ば、下記問い合わせ先にご連絡く
ださい。

●問合せ先
○地域包括支援センター
　（松島庁舎）
　☎ 0969（56）1111

水道だより～皐月～
【上下水道集金人・メーター検針員について】
　今年度の各地区の「集金人」および「検針員」が、以下のとおり決定し

ましたのでお知らせします。（敬称略）

☎　水道局

善
意
に
感
謝

登立・上・中地区

水野　智恵美
池田　奈美枝
迫田　佐敏
中田　實
楠本　泰
亀田　幸子

維和地区 山﨑　むつみ
湯島地区 松尾　繁一

姫浦地区 内田　征子
二間戸地区 平野　ツル子

阿村地区 橋口　由一

合津地区
米﨑　由美子
汐見　春美

今泉・内野河内地区 福田　義人
教良木地区

大道地区 田北　美子
高戸地区 元島　輝
樋島地区 濱本　美佐子

　水道週間とは、毎年 6 月 1
日から 7 日までの 1 週間、「公
衆衛生の向上と生活環境の改
善」を主な目的として実施し
ているものです。厚生労働省
が昭和 34 年に定め、今年で
52 回目となります。　
　市では、市民の皆さんに「安
全で安心な水」を安定供給で
きるよう、各施設の整備・定
期点検・水質検査・漏水調査
を実施してい
ます。

【ご存知ですか？水道週間】

●大矢野 ●松島

●龍ヶ岳

●姫戸

※現在、水道局では土日祝日も日直を配置して、緊急な対応に備えていま
　すが範囲が広く、時間等ご要望にお応え出来ない場合があります。「開栓」
　「閉栓」で立会いを希望される方は、平日にお願いします。

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

▽
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

▽
３
月
18
日

▼
林
道
平
山
線
測
量
設
計
委
託

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ
天

草
支
店
（
天
草
市
）

　

③
５
７
２
万
２
，
５
０
０
円

　

④
３
月
～
６
月

▼
林
道
白
嶽
線
測
量
設
計
委
託

　

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

　

②
（
株
）
ア
バ
ン
ス
（
熊
本
市
）

　

③
１
４
７
万
円

　

④
３
月
～
５
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
用
地
補
償

費
算
定
委
託

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②
（
有
）
シ
ョ
ッ
ト
企
画

（
熊
本
市
）
③
２
８
０
万
３
，

５
０
０
円
④
３
月
～
６
月

▼
大
矢
野
中
学
校
管
理
棟
耐
震
改

修
工
事
監
理
業
務
委
託

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
株
）
ジ
メ
ン
ト
（
熊
本
市
）

　

③
２
４
８
万
８
，
５
０
０
円

　

④
３
月
～
平
成
23
年
１
月

▼
市
道
今
泉
川
支
線
１
号
線
道
路

維
持
工
事

　

①
松
島
町
今
泉
地
区
内

　

②（
有
）坂
本
工
業
所（
松
島
町
）

　

③
３
７
６
万
９
，
５
０
０
円

　

④
３
月
～
６
月

▼
今
津
小
学
校
体
育
館
補
強
工
事

　

①
松
島
町
合
津
地
区
内

　

②
深
水
建
設
（
松
島
町
）

　

③
４
１
４
万
７
，
５
０
０
円

　

④
３
月
～
８
月

▼
大
矢
野
中
学
校
技
術
室
棟
解
体

工
事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
株
）
前
田
産
業
（
熊
本
市
）

　

③
２
０
４
万
７
，
５
０
０
円

　

④
３
月
～
５
月

▼
市
道
豊
後
谷
鳩
の
釜
線
道
路
維

持
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②（
有
）大
共
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
９
５
万
５
０
０
円

　

④
３
月
～
５
月

▼
市
道
環
状
西
２
号
線
惣
平
石
橋

拡
幅
工
事

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②（
株
）藤
川
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
，
３
１
０
万
円

　

④
３
月
～
８
月

▼
市
道
江
後
学
校
線
道
路
改
良
工

事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②（
有
）水
野
工
業（
大
矢
野
町
）

　

③
６
５
７
万
３
，
０
０
０
円

　

④
３
月
～
８
月

▼
大
矢
野
中
学
校
管
理
棟
耐
震
改

修
（
電
気
設
備
）
工
事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②（
有
）水
元
電
気（
大
矢
野
町
）

　

③
４
２
５
万
２
，
５
０
０
円

　

④
３
月
～
平
成
23
年
１
月

▼
大
矢
野
中
学
校
管
理
棟
耐
震
改

修
（
機
械
設
備
）
工
事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
（
有
）
小
松
野
電
気
（
大
矢

野
町
）
③
５
４
６
万
円

　

④
３
月
～
平
成
23
年
１
月

▼
大
矢
野
中
学
校
管
理
棟
耐
震
改

修
（
建
築
）
工
事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②
和
田
・
木
下
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
（
大
矢
野
町
）

　

③
８
，
９
７
７
万
５
，
０
０
０
円

　

④
３
月
～
平
成
23
年
１
月

6 月からパスポート申請・交付の窓口が市役所に
☎市民窓口課

　市では、６月１日から天草地域振興局で行っていた旅
券（パスポート）の申請・交付業務を開始します。

●対象者　本市に住民登録をしている
人、または居所がある人

●取扱窓口　松島庁舎市民窓口課
●取扱期間　月～金曜日の 9 時～ 16 時

※土日祝日、年末年始を除く。
●申請から交付までの所要日数　13 日間

※土日祝日、年末年始を除く。
●申請方法　取扱窓口に備え付けの

「一般旅券発給申請書」に次の必要
書類を添付し同課へ提出してくだ
さい。

　①戸籍謄（抄）本１通②住民票１通
（①②いずれも発行日から６カ月以
内のもの。また、既存住基システ
ムの利用を希望する人は不要。）③
旅券用写真１枚（６カ月以内に撮
影したもの。）④本人確認書類（運
転免許証など。）⑤官製ハガキと印
鑑⑥前回取得した旅券がある場合
は、その旅券

■注意事項　
　　本市に住民登

録 を し て い る
人 は、 天 草 地
域 振 興 局 旅 券
の 窓 口 で は 申
請・ 交 付 が で
きなくなりますので、ご注意くだ
さい。ただし、次の場合は県の窓
口を利用できます。

【県庁旅券センター】
　　海外で親族などが病気や事故等で

死亡等により緊急に渡航する必要
がある場合または、外国での業務
等で早期に渡航する必要がある場
合。

【天草地域振興局を除く、すべての県          
　内の旅券窓口】
　　就学や就労の関係で、県内の他市

町村に住んでいる場合。（居所申請）

有効期限 申請時の年齢 熊本県収入印紙 合計
10 年 20 歳以上 2,000 円 16,000 円
５年 12 歳以上 2,000 円 11,000 円
５年 12 歳未満 2,000 円 　6,000 円

【一般旅券手数料】

　

４
月
号
で
掲
載
し
た
新
規
採
用

者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

□
４
月
１
日
付
け

■
総
務
企
画
部

●
財
政
課
▽
永
田
秀
明

■
経
済
振
興
部

●
農
林
水
産
課

▽
最
上
辰
徳
▽
山
川
葉
子

●
商
工
観
光
課
▽
松
下
伊
津
子

■
市
民
生
活
部

●
税
務
課
▽
直
江
貴
明

■
建
設
部

●
建
設
課
▽
桑
田
桂

■
健
康
福
祉
部

●
福
祉
課
▽
橋
本
進
之
介

●
保
健
課

▼
健
康
づ
く
り
推
進
室

▽
白
川
淑
恵
▽
塚
本
祐
子

■
教
育
委
員
会
事
務
局

●
学
務
課
▽
井
村
美
琴

●
社
会
教
育
課
▽
竹
本
賢
矢

■
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
荒
木
莉
佐

☎
総
務
課

新
規
採
用
職
者
（
敬
称
略
）

口
民
謡
教
室
、
西
山
カ
ラ
オ
ケ
教

室
、
水
野
国
夫
先
生
、
愛
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー

▼
ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
付

▽
地
場
産
業
の
育
成
事
業

▼
塚
本
浩
晴
（
東
京
都
練
馬
区
）

お知らせ
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編
集
後
記

▽
春
は
た
く
さ
ん
の
草
木
が
芽
吹
く
季
節
。

の
は
ず
が
、
思
い
の
ほ
か
寒
い
日
が
続
き
ポ

カ
ポ
カ
と
は
程
遠
い
春
で
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
季
節
は
着
実
に
移
り
変
わ
っ
て
お
り
、

先
日
姫
戸
の
白
嶽
森
林
公
園
ま
で
ツ
ツ
ジ
を

見
に
出
か
け
、
可
憐
な
花
と
豊
か
な
緑
を
堪

能
し
て
き
ま
し
た
。
▽
こ
ち
ら
の
公
園
内
に

あ
る
湿
地
帯
で
は
、
例
年
５
月
か
ら
「
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
」
と
い
う
日
本
一
小
さ
い
と

ん
ぼ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
運
動
不
足
を
改
め
る
た
め
に
も
健

康
的
に
海
や
山
な
ど
上
天
草
の
誇
る
自
然
を

探
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

　上天草市に在住している 1 ～３歳のお

子さんで①住所②子ども氏名③ふりがな④

生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対する

コメント（30 字以内・どなたからでも結

構です）⑦連絡先を添えて上天草市広報係

（〒 869ー3692 上天草市大矢野町上 1514）

まで送ってください。

　なお、写真の裏面には、お子さんのお名

前を記入してください。応募多数の場合は、

先着順に掲載となりますのでご了承くださ

い。

藤本　光
ひ か る

生くん

◆誕生日◆
　平成 19 年 11 月 29 日
◆パ パ◆
　藤本　勇志さん
◆マ マ◆
　　　　幸恵さん
★本人からひとこと
　天草のじいじ、ばあば
帰ったらまたいっぱい遊
んでね。

松島町内野河内

鍬田　恭
きょうすけ

祐くん

◆誕生日◆
　平成 21 年 3 月 30 日
◆パ パ◆ 
 　鍬田　祐介さん
◆マ マ◆
　　　　 未佳さん
★本人からひとこと
　文ちゃん、かよこばあば、
いつも遊んでくれてありがと
う。

松島町阿村

　

３
月
29
日
、
姫
戸
町
永
目
公
民
館
で
勧
乗
寺
土
曜
会
も
ぐ
ら
座

（
龍
ヶ
岳
町
樋
島
）
が
影
絵
劇
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
会
の

小
中
学
生
を
中
心
に
例
年
開
催
し
て
き
た
も
の
で
、今
年
で
14
年
目
。

　

今
回
は
龍
ヶ
岳
中
の
８
人
が
「
お
こ
ん
浄
瑠
璃
」
と
い
う
演
題
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
複
数
の
会
場
を
回
り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上

達
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
声
の
演
技
と
、
光
と
影
が
描
き
出
す
影
絵

の
魅
力
に
集
ま
っ
た
約
80
人
の
観
衆
は
物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

光
と
影
が
描
き
出
す
魅
力

古賀　美
み ゆ

湧ちゃん

◆誕生日◆
　平成 20 年 2 月 10 日
◆パ パ◆
　古賀　忠明さん
◆マ マ◆
　　　　恵子さん
★本人からひとこと
　パパと炭水化物が大
好き！

大矢野町上

広報
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▲日本一小さい！

　　ハッチョウトンボ
撮影・白嶽森林公園キャン

プ場管理人橋本英治さん


